
今月の主な内容
●宿毛花へんろマラソン
　　　　　2013結果報告

●平成25年度当初予算報告
●市議会だより
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人のうごき
（25．4．1 現在）

世帯数�10,254�－33
人　口�22,368�－119
 （男）� 10,469�－56
 （女）� 11,899�－63

3 月 中 の
異動状況

出生�15
死亡�18
転入�115
転出�231

前月比

4月14日、サイクルトレインで楽しむグルメフォンド幡多が開催されました。
窪川から中村まで約100㎞を自転車で走り、サイクリングと幡多のグルメを楽しみました。

広報 すくも
2 0 1 32 0 1 3

No.550No.550
5



②

有料広告

TEL 0880－63－5587／FAX 0880－63－5647www.ogawa-marine.com

高知県宿毛市坂ノ下1023－37

オガワマリンサービス

ボート免許教室,随時開催中！

更新講習の受付、始めました！

2級 学科講習・実技講習 6／1踞 蛔 国家試験 6／15踞

（実技講習の日程は、人数により変更になることがあります。臨時での試験も開催できます。ご相談下さい。）

試験と全く同じ艇、同じ水面で実技講習が受講できます！

☆2級 ￥69,700　☆進級 ￥34,000　（試験料、講習料、
　申請料等こみ）

 小川恵理奈
防災士
海事代理士 

防災用品、備蓄品取扱中です。

持
参
す
る
も
の

・
対
象
者
全
員
の
保
険
証

・
印
鑑

・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者

証
　
　
　
　
　
　

・
平
成

２５
年
１
月
１
日
現
在
宿
毛

市
以
外
に
住
所
を
お
い
て
い
た

方
は
、
そ
の
住
所
地
で
発
行
す

る
平
成

２５
年
度
所
得
証
明
書
、

ま
た
は
税
務
署
発
行
の
平
成

２４

年
分
申
告
所
得
税
納
税
証
明
書

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

戸
別
収
集
の
開
始
に
つ
い
て

　
社
会
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る

世
帯
に
つ
い
て
、
家
庭
ご
み
の
戸

別
収
集
を
行
い
ま
す
。

対
象
世
帯
　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
ご
み

出
し
が
で
き
ず
、
か
つ
ご
み
出

し
を
手
伝
え
る
親
族
な
ど
が
い

な
い
世
帯
で
あ
り
、
次
の
い
ず

れ
か
の
要
件
を
満
た
す
世
帯

・
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
１
か

ら
５
ま
で
の
認
定
者

・
１
級
ま
た
は
２
級
の
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
養
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
保
有
者

・
高
齢
の
た
め
身
体
的
不
自
由
等
、

市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
者

実
施
方
法

本
事
業
の
目
的
に
適
合
し
た
世

帯
に
つ
い
て
、
戸
別
収
集
を
実

施
し
ま
す
。
ご
み
は
建
物
敷
地

内
の
道
路
に
面
し
た
場
所
に
出

し
て
も
ら
い
ま
す
。

収
集
日

普
通
ご
み
は
２
週
間
に
１
回
、

そ
の
他
は
月
に
１
回
を
予
定

申
請
方
法

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て

環
境
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

 
環
境
課
　

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

宿
毛
市
ク
リ
ー
ン
デ
ー

　
市
民
総
参
加
の
清
掃
活
動
「
宿

毛
市
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」
の
実
施
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
方

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
実
施
内
容
な
ど
は
各
地
区
で
異

な
り
ま
す
の
で
、
地
区
回
覧
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

実
施
日

　
６
月
２
日

（日）
（
小
雨
決
行
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課
　

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給

者
証
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
条

件
が
前
年
分
の
所
得
税
非
課
税
世

帯
に
限
ら
れ
る
た
め
、
税
の
確
定

す
る
６
月
末
ま
で
に
交
付
申
請
書

を
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

受
給
対
象
者

ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者
と
児

童
※

１８
歳
に
達
す
る
日
以
後
、
最
初

の
３
月

３１
日
ま
で
の
間
の
者

受
付
期
間

５
月

１３
日

（月）
〜
６
月

２８
日

（金）

（
土
・
日
を
除
く
）

※
所
得
証
明
書
な
ど
の
発
行
が
期

日
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
福

祉
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

実 施 日

５月１３日（月）

５月１４日（火）

〃

５月１５日（水）

〃

５月１６日（木）

〃

〃

時　間

１４：００～１６：００

 ９：３０～１１：３０

１３：００～１５：３０

 ９：００～１２：００

１３：００～１６：００

 ９：００～１２：００

１５：４０～１６：１０

１６：４０～１７：００

場　　　　所

小筑紫基幹集落センター

高知はた農協宿毛東出張所

宿毛東部農村環境改善センター

宿 毛 市 役 所 裏 駐 車 場

〃

片 島 公 民 館

すくも湾漁協沖の島支所

すくも湾漁協弘瀬出張所

特定計量器（はかり）の定期検査

　特定計量器を「取引」または「証明」に使用す
る方は、知事が実施する定期検査を受けなければ
ならないことが計量法で定められています。
　今年は２年に１回の実施年となっていますので、
対象となる計量器をお持ちの方は必ず検査を受け
てください。すでに計量士の検査を受検されてい
る方は検査の必要はありません。
　５００㎏以上計量できるようなはかりや、持ち
運びのできないはかりの場合は、検査会場での検
査ができませんので、商工観光課に連絡の上、
所在場所検査申請を行ってください。

【問い合わせ先】　商工観光課　蕁６３－１１１９

特定計量器　定期検査日程表

情
報
コ
ー
ナ
ー

5月

皐  月
May
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ひまわりタクシー
宿毛市高砂３９－１６
代表　古田豊年

従業員募集

蘢電　話　65－0005
蘢携　帯　090－4336－0099

ひまわりタクシーでは
従業員を募集しています。
男女は問いません。どう
ぞお問い合わせ下さい。

要 第二種免許（第一種免許の
方もお問い合わせください。
第二種取得を応援します。）

ストレッチャー車 車イス２台OK!リクライニング型もOK!
自転車同乗OK!

リクライニング型もOK!
自転車同乗OK!

蘢６台体制で、待ち時間短縮とあらゆる患者様に対応

中型車（5人乗り）を小型車料金で！
遠方も格安で快適です！自転車同
乗OK！（ご予約下さい）

乗
っ
て
残
そ
う
 

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
 

蕁
0
8
8
0
｜

3
5
｜

5
2
4
0

やなせたかし／土佐くろしお鉄道

ご冥福をお祈りします

桜町

四季の丘1丁目

西町1丁目

桑田　竹代 

浦田　元張

福井　正顴

65

84�

88

（平成25年3月受付分）
住　所 氏　名 享 年

お誕生おめでとう
（平成25年3月受付分）

自由ヶ丘

押ノ川

駅前町1丁目

桜町

高砂

坂ノ下

樫田　空葉

掛水　純恋

井上　響斗

穂滿　正明

中田　悠和

濱田　匠実

梓

徹

尊之

正嗣

勇志

和成

住　所 赤ちゃん 保護者

※
本
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
家
族

な
ど
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り

掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

そ　よかしだ

すみれかけみず

ひびといのうえ

まさあきほまん

ゆうななかた

たくみはまだ

無
料
人
権
相
談
所
開
設

　
四
万
十
市
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
と
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支

局
で
は
、
弁
護
士
資
格
の
あ
る
人

権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
を

２
カ
月
に
一
度
開
設
し
ま
す
。
金

銭
の
貸
し
借
り
・
相
続
・
結
婚
・

セ
ク
ハ
ラ
・
Ｄ
Ｖ
・
い
じ
め
・
児

童
虐
待
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開
設
日
　
　

　
５
月

１５
日

（水）

　
以
降
は
奇
数
月
第
２
水
曜
日

時
　
間
　

　
１３
時
〜

１５
時
（
１
人

３０
分
以
内
）

場
所
・
主
催

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

　（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
３
―

１２
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
０
０

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
農
業
者
戸
別
補
償
制
度
は
、
経

営
所
得
安
定
対
策
交
付
金
に
名
称

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
交
付
金
は
、
販
売
目
的
で

米
作
り
、
水
田
転
作
（
販
売
目
的

の
作
物
を
作
付
け
）
、
畑
で
の
大

豆
・
麦
・
そ
ば
・
な
た
ね
の
生
産
を

さ
れ
て
い
る
方
（
集
落
営
農
も
含

む
）
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
左
記
に
て
随
時
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
６
月

２０
日

（木）

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
産
業
振
興
課
　

蕁
６
３
―

１
１
１
７

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地

　
小
筑
紫
北
団
地
（
小
筑
紫
）

　
１
戸
　
２
Ｄ
Ｋ

　
小
森
団
地
（
和
田
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

　
西
町
団
地
（
西
町
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
期
間

　
５
月
１
日

（水）
〜
５
月

１７
日

（金）

　
※
土
・
日
を
除
く

申
込
書
配
布
場
所

都
市
建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・

東
部
支
所

申
込
書
受
付
期
間

　
５
月

１５
日

（水）
〜
５
月

１７
日

（金）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
都
市
建
設
課
　
建
築
住
宅
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

坂
本
ダ
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
松
田
川
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

坂
本
ダ
ム
放
流
の
警
報
音
と
放
送

に
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
川
に
い
る
時
に
放
流
警

報
が
出
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
川
か

ら
上
が
っ
て
安
全
な
場
所
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。
坂
本
ダ
ム
の
警

報
音
は
、
普
通
の
サ
イ
レ
ン
の
音

と
は
異
な
り
ま
す
。
警
報
音
を
認

識
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
次
の
予

定
で
、
坂
本
ダ
ム
か
ら
篠
川
合
流

点
ま
で
の
地
域
に
警
報
音
を
出
し

ま
す
の
で
、
聞
き
と
ど
め
て
く
だ

さ
い
。
雨
天
の
時
は
中
止
し
ま
す
。

日
　
時

　
５
月
９
日

（木）
　

１４
時

３０
分
〜

　
５
月

１６
日

（木）
　
　
〃

　
５
月

２３
日

（木）
　
　
〃

　
５
月

３０
日

（木）
　
　
〃

※
坂
本
ダ
ム
の
貯
水
量
、
流
域
の

雨
量
な
ど
の
情
報
は
蕁
６
２
―

６

５
２
１
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

幡
多
土
木
事
務
所
宿
毛
事
務
所

施
設
管
理
課

　
蕁
６
３
―

２
１
４
１（
宿
毛
事
務
所
）

　
蕁
６
２
―

６
５
１
０（
坂
本
ダ
ム
）



④

　
４
月
１
日
よ
り
宿
毛
市
職
員
と

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吉
野
　
友
紀
　

（
総
務
課
）

大
地
　
瑞
紀

（
市
民
課
）

山
中
　
央

（
税
務
課
）

谷
口
　
博
章
　

（
保
健
介
護
課
）

鎌
田
　
樹
里

（
保
健
介
護
課
）

濱
田
　
祐
輔

（
都
市
建
設
課
）

中
塚
　
大
介

（
人
権
推
進
課
）

土
居
　
大
起

（
福
祉
事
務
所
）

松
岡
　
里
芳

（
福
祉
事
務
所
）

多
田
　
大
祐

（
水
道
課
）

出
張
　
順
也

（
水
道
課
）

北
村
　
舞

（
中
央
公
民
館
）

津
野
　
裕
平

（
生
涯
学
習
課
）

中
野
　
千
妃

（
山
田
保
育
園
）

出
口
　
歩

（
平
田
保
育
園
）

福
島
　
旭
那

（
中
央
保
育
園
）

浜
本
　
沙
妃

（
咸
陽
保
育
園
）

宮
本
　
華

（
環
境
課
兼
清
掃

公
社
事
務
局
）

山
内
　
潤
子

（
産
業
振
興
課
長

補
佐
）
高
知
県

か
ら
派
遣

石
田
　
青
鳥

（
沖
の
島
へ
き
地

診
療
所
　

医
師
）

角
谷
　
勇
飛

（
幡
多
西
部
消
防

組
合
）

作
田
　
雄
祐

（
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
）

第５回生き！生き！「食ルート」～宿毛の食が育てる心と体～

　保育園・千寿園・清掃公社の職員が多彩な楽しい催しを準備
して待っています。
　見て、食べて、体験して、一緒に楽しい時間をすごしませんか？

日　時：６月１日（土）　１３時～１６時

場　所：宿毛文教センター　多目的ホール

宿毛文教センター　調理実習室　１１時～１２時　　
※準備してくるもの　エプロン・三角きん
申込締切　５月１７日（金）

☆試食コーナー：人気のおやつや、介護食（ソフト食）を用意しています♪

★展示コーナー：保育園、千寿園の紹介や、いろいろな展示物を用意しています。

☆仲良しクッキング：大人と小学生のペア（先着１０組）

【申し込み・問い合わせ先】　宿毛市職員労働組合事務所　蕁６３－４５７８

生き！生き！の
ヒーロー
エコレンジャー
も登場するよ！

山
内
　
佳
　

（
税
務
課
）

宿
毛
市
新
規
採
用
職
員
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宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
２０
周

年
記
念
事
業

　
中
央
公
民
館
、
坂
本
図
書
館
、

宿
毛
歴
史
館
か
ら
な
る
宿
毛
文
教

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
５
年
開
館
以

来
、
今
年
度
で
２０
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　
そ
の
節
目
の
年
に
同
セ
ン
タ
ー

で
は
、『
あ
す
な
ろ
か
ら
檜
へ
』
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
一
層
の
利
活
用
を
し
て
い
た
だ

く
べ
く
、
年
間
を
通
し
て
断
続
的

に
記
念
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。
特
に
８
月
は
、
夏
休
み
を
利

用
し
て
子
ど
も
た
ち
に
多
数
参
加

し
て
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
一
例
と
し
て
、
中
央
公
民
館
で

は
お
ば
け
屋
敷
な
ど
の
「
子
ど
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、
坂
本
図
書
館

で
は
「
音
楽
会
＆
お
は
な
し
会
」
、

宿
毛
歴
史
館
で
は
「
新
収
蔵
資
料

展
」
、
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
内
に
所
属

す
る
生
涯
学
習
課
で
も
「
ア
ラ
ス

カ
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
」
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
時
期
が
決
定
次
第
、

広
報
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
殺
虫

消
毒
日
の
お
知
ら
せ

　
５
月
２７
日
（月）
は
、
宿
毛
文
教
セ
ン

タ
ー
全
館
が
殺
虫
消
毒
を
行
う
た

め
、
入
館
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
大
串
重
吉
さ
ん
（
宇
須
々
木
）
が
、

高
知
県
園
芸
品
展
示
品
評
会
実
行

委
員
会
主
催
の
平
成
２５
園
芸
年
度

高
知
県
園
芸
品
展
示
品
評
会
果
実

の
部
で
、
文
旦
の
味
・
品
質
と
も

特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
、
農
林
水

産
大
臣
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
学
生
が
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍

　
３
月
１６
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第

４
回
徳
島
県
小
学
生
強
化
大
会
に

お
い
て
、
小
学
女
子
１
〜
４
年
４

×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
宿
毛
Ｊ
Ａ

Ｃ
（
芝
岡
美
月
、
木
村
朱
里
、岡
本

阿
子
、
小
松
陽
奈
）
が
県
新
記
録

で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
の
さ
ら
な
る
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

■
世
界
を
変
え
た
１７
の
方
程
式

イ
ア
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
　
著

水
谷
淳
　
訳

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

■
離
婚
を
考
え
た
と
き
に
ま
ず
読

む
本

豊
田
眞
弓
　
著

日
本
経
済
新
聞
出
版
社

■
よ
く
わ
か
る
双
極
性
障
害
〈
躁

う
つ
病
〉

〜
両
極
端
な
気
分
の
変
動
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
〜

貝
谷
久
宣
　
監
修
／
主
婦
の
友
社

■
漁
業
と
震
災

濱
田
武
士
　
著
／
み
す
ず
書
房

■
日
本
の
お
葬
式
は
ど
う
変
わ
っ

た
か

〜
お
葬
式
の
今
ま
で
と
こ
れ
か
ら
〜

中
田
ひ
と
み
　
執
筆

彩
流
社
編
集
部
　
編

彩
流
社

　
家
族
葬
、
地
味
葬
、
直
葬
…
。

葬
式
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
事
情
は
ど

う
変
わ
っ
て
き
た
の
か
。
葬
式
の

歴
史
と
現
状
を
わ
か
り
や
す
く
紹

介
し
、
葬
式
を
「
考
え
、
見
直
す
」

た
め
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る
。

■
こ
ぶ
た
の
か
ば
ん

佐
々
木
マ
キ
　
作
／
金
の
星
社

　
こ
ぶ
た
の
ぐ
ぷ
た
は
、
買
っ
た

ケ
チ
ャ
ッ
プ
も
、
拾
っ
た
木
の
枝

や
機
械
の
部
品
も
、
も
ら
っ
た
夏

み
か
ん
や
キ
ャ
ベ
ツ
も
、
み
ん
な

黄
色
の
か
ば
ん
に
し
ま
っ
て
い
き

ま
す
。
す
る
と
か
ば
ん
は
ど
ん
ど

ん
ふ
く
ら
ん
で
…
。ユ
ー
モ
ア
絵
本
。

■
ど
う
し
た
の
ブ
タ
く
ん

み
や
に
し
た
つ
や
　
作
絵

鈴
木
出
版

■
い
い
子
じ
ゃ
な
い
も
ん

田
部
智
子
　
作

岡
田
千
晶
　
画

福
音
館
書
店

■
花
じ
ん
ま

〜
田
島
征
三
の
「
花
さ
か
じ
い
さ

ん
」
〜

田
島
征
三
　
再
話
・
絵

福
音
館
書
店

■
庭
に
た
ね
を
ま
こ
う
！

ジ
ョ
ー
ン
・
Ｇ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
　

文
・
絵

こ
み
や
ゆ
う
　
訳

岩
波
書
店

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654

問い合わせ先

おかげさまで文教センターは　
開館20周年
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完 走 率完 走 数出 走 数受 付 数申 込 数種 　 　 目 　 　 別

９６０

２２０

１，１８０

８３４

１８８

１，０２２

８１２

１８２

９９４

７８２

１６８

９５０

９６．３％

９２．３％

９５．６％

フ ル マ ラ ソ ン 男 子 の 部

フ ル マ ラ ソ ン 女 子 の 部

合  計（ フ ル マラソン 男 女 ）

２１４

１５９

３７３

１，５５３

１８９

１５０

３３９

１，３６１

１７６

１４２

３１８

１，３１２

１７６

１４２

３１８

１，２６８

１００．０％

１００．０％

１００．０％

９６．６％

1 0 k m マ ラ ソ ン 男 子 の 部

1 0 k m マ ラ ソ ン 女 子 の 部

合  計（10kmマラソン男女）

全  選  手  総  計

完
走
さ
れ
た
宿
毛
市
の
皆
さ

ん
７２
名
！
（
順
不
同
）

《
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
男
子
》

新
庄
健
太
・
小
野
誠
・
清
家
遼
・

飯
岡
昇
・
宇
野
亨
・
西
谷
幸
二
・

島
本
裕
之
・
西
野
康
之
・
渕
上
伸

一
・
川
村
文
男
・
西
野
勝
・
伊
庭

拓
矢
・
平
岡
正
臣
・
岡
田
真
敬
・

黒
萩
洋
一
・
山
中
洋
平
・
三
村
真

平
・
松
下
元
輝
・
山
下
順
生
・
豊

島
裕
一
・
山
本
昌
寛
・
平
田
雅
也
・

濱
田
高
宏
・
公
文
忍
・
東
豊
喜
・

上
岡
晃
一
・
松
本
和
樹
・
上
村
大

輔
・
名
倉
次
朗
・
山
本
準
一
郎
・

中
山
和
彦
・
西
智
治
・
嵐
英
樹
・

伊
与
田
一
臣
・
大
田
忠
彰
・
山
本

晃
三
・
山
本
欣
史

《
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
女
子
》

堀
内
愛
貴
・
山
下
よ
し
こ
・
板
垣

朱
美
・
野
々
下
歩
美
・
和
泉
沙
記
・

松
田
五
月

《
１０
㎞
の
部
男
子
》

片
山
秀
樹
・
大
森
謙
一
・
近
藤
孝

樹
・
所
谷
昌
幸
・
伊
豆
貫
清
・
井

原
慎
太
郎
・
福
井
誠
猛
・
泉
茂
・

滝
澤
優
・
稲
野
聖
昇
・
秋
山
知
範
・

堀
内
忠
七
・
嵐
陵
平
・
三
木
昌
彦
・

岡
村
光
城
・
三
木
春
男
・
柏
原
誠
・

西
田
博
紀
・
渡
辺
誠
毅

《
１０
㎞
の
部
女
子
》

飯
田
麻
衣
子
・
河
野
真
知
子
・
中

山
弥
生
・
澤
田
昭
子
・
飯
田
聖
子
・

岡
村
文
香
・
稲
野
仁
子
・
福
井
美

奈
・
堀
江
禎
子
・
上
岡
芳
子

　
第
５
回
宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

３
月
１７
日
（日）
に
、
全
国
各
地
か
ら

１
、３
４
６
名
の
ラ
ン
ナ
ー
を
迎
え
、

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
運
営
を

支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
や
沿
道
で
の
応

援
な
ど
宿
毛
市
民
の
皆
さ
ま
の
お

蔭
で
あ
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
開
催
期
間
中
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
の
「
間
　

寛
平
」
さ
ん
や
「
う

〜
み
」
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の

皆
さ
ま
に
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
、
ラ
ン
ナ
ー
や
応
援
で
来

ら
れ
た
方
々
と
の
交
流
が
深
ま
る

な
ど
、
宿
毛
の
魅
力
を
多
く
の
方

に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
参
加
者
の
声
で
す
が
、
日
本
最

大
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

で
あ
る
「
ラ
ン
ネ
ッ
ト
」
の
大
会

レ
ポ
ー
ト
や
メ
ー
ル
で
『
運
営
ス

タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
細
部
に
ま
で

行
き
届
い
た
心
づ
か
い
に
も
感
動

し
ま
し
た
。
』、『
魅
力
あ
ふ
れ
る
大

会
で
し
た
。
最
後
に
し
な
い
で
。
』

と
い
っ
た
感
謝
の
言
葉
や
大
会
の

終
了
を
惜
し
む
声
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
大
会
に
対
す
る
評
価
や
終

了
を
惜
し
む
ラ
ン
ナ
ー
の
声
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
た
こ
と
で
あ
り
、
大
会
の
運
営

に
携
わ
っ
た
一
人
と
し
て
、
非
常

に
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
関
係
者
の
皆
さ
ま
か
ら
頂
き
ま

し
た
絶
大
な
る
ご
協
力
の
た
ま
も

の
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
既
に
ご
存
じ
の
と
お
り
、
宿
毛

花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
は
、
今
回
で

一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
ま
す
が
、

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
陸
上
競

技
場
な
ど
の
施
設
を
活
用
し
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、

新
た
な
競
技
の
実
施
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
運

営
者
と
し
て
、
大
会
を
支
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
皆
様
に
改

め
ま
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
長

宿
毛
市
長
　
沖
本
　
年
男

宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委

員
会
　
委
員
長

宿
毛
市
教
育
長
　
立
田
　
壽
行



⑧

お
手
紙
・
メ
ー
ル

蘰
今
年
の
大
会
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

気
持
ち
よ
く
松
田
川
沿
い
を
走
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
去
年
の
初

参
加
で
皆
様
の
温
か
い
お
も
て
な
し
、

応
援
に
出
逢
い
、
今
年
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
が

最
終
回
だ
と
は
寂
し
い
限
り
で
す
。

大
会
を
開
催
、
運
営
す
る
の
は
言

葉
に
は
な
ら
な
い
様
々
な
御
苦
労

が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
ま
た

い
つ
の
日
か
再
開
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。
（
フ
ル

男
子
６０
歳
代
）

蘰
こ
の
度
は
お
疲
れ
様
で
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
参
加
賞
に
、
完
走

タ
オ
ル
に
、
接
待
食
に
、
と
至
れ

り
尽
く
せ
り
。
運
営
、
案
内
も
ス

ム
ー
ズ
で
、
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
こ
ん
な
に
手
厚
い
大
会
は
他

に
は
な
い
の
で
、
か
な
り
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。
よ
そ
の
大
会
の
運

営
者
は
、
こ
こ
を
見
習
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
し
た
ね
。
な
く
な
る

の
は
非
常
に
惜
し
い
で
す
が
い
ろ

ん
な
事
情
も
お
あ
り
で
し
ょ
う
か

ら
、
ま
た
違
う
形
で
、
開
催
出
来

る
と
い
い
で
す
ね
。
今
回
は
海
も

陸
も
、
前
夜
祭
も
楽
し
み
ま
し
た
。

当
た
る
確
立
１
／
３
の
抽
選
会
で

は
よ
ほ
ど
運
が
な
い
の
か
、
皆
さ

ん
が
遠
慮
し
て
い
た
、
山
盛
り
文

旦
さ
え
当
た
ら
ず
じ
ま
い
。
食
べ

物
が
美
味
し
か
っ
た
か
ら
、
ヨ
シ
と

し
ま
し
ょ
う
。
高
速
は
窪
川
ま
で

延
伸
し
、
本
当
に
近
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
海
も
ベ
ス
ト
シ

ー
ズ
ン
。
ま
た
癒
さ
れ
に
来
ま
す
。

（
フ
ル
女
子
４０
歳
代
）

蘰
初
の
１０
㎞
走
で
緊
張
し
ま
し
た

が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
美

味
し
い
も
の
も
た
く
さ
ん
食
べ
て

あ
ち
こ
ち
観
光
し
て
二
泊
三
日
の

高
知
を
堪
能
し
ま
し
た
。
今
年
が

最
後
と
は
知
ら
ず
、
来
年
も
み
ん

な
で
と
思
っ
て
い
た
の
で
と
て
も

残
念
で
す
。
宿
毛
の
皆
さ
ん
に
は

親
切
に
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
（
１０
㎞
女
子
）

ラ
ン
ネ
ッ
ト

蘰
全
国
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
巡
り
を

し
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
度
走
り

た
い
ベ
ス
ト
３
に
入
り
ま
し
た
。

私
好
み
の
自
然
豊
か
で
の
ど
か
な

町
で
開
催
さ
れ
る
大
会
で
、
会
場

の
雰
囲
気
も
よ
く
楽
し
い
大
会
で

し
た
。
高
低
差
が
あ
る
コ
ー
ス
で

す
が
眺
め
は
す
ば
ら
し
く
、
混
雑

し
て
走
り
に
く
い
と
い
う
感
じ
も

あ
り
ま
せ
ん
。
何
の
不
安
も
不
満

も
な
く
全
て
が
ス
ム
ー
ス
に
楽
し

め
ま
し
た
。
大
き
な
大
会
で
は
な

い
で
す
か
、
前
夜
祭
か
ら
大
会
終

了
ま
で
宿
毛
市
の
お
も
て
な
し
の

心
が
こ
も
っ
た
大
会
に
感
じ
ま
し

た
。
都
会
の
大
会
に
は
な
い
魅
力

た
っ
ぷ
り
の
こ
の
大
会
が
今
回
で

終
了
し
て
し
ま
う
の
は
と
て
も
残

念
で
す
。
宿
毛
市
、
四
国
の
観
光

と
合
わ
せ
て
ま
た
参
加
し
た
い
の

で
将
来
ぜ
ひ
再
開
し
て
ほ
し
い
。（
フ

ル
男
子
５０
歳
代
）

蘰
今
回
、
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
て
初
め
て
今
年
で
最
後
っ

て
知
り
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
も
宿
毛
出
身
の
間
寛
平
さ

ん
で
、
生
で
見
れ
て
凄
く
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
大
会
は
、
す
ご
く

ホ
ノ
ボ
ノ
と
し
た
印
象
で
初
参
加

で
凄
く
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
大

都
市
の
大
会
に
は
無
い
魅
力
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
や
応

援
の
人
々
か
ら
「
来
て
く
れ
て
、
あ

り
が
と
う
」
っ
て
何
回
も
言
わ
れ

て
感
動
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
学
生
も
凄
く
礼
儀
正
し
く
て
、

ま
す
ま
す
感
動
し
ま
し
た
。
参
加

費
５
千
円
で
、
こ
れ
だ
け
楽
し
め

て
、
美
味
し
い
食
事
も
出
て
、
お

土
産
も
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
大

満
足
で
す
。
ほ
ん
と
に
参
加
す
る

だ
け
で
も
、
楽
し
い
良
い
大
会
で

し
た
。（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
）

蘰
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
さ
れ
た

ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま

す
。
１５
分
後
に
ス
タ
ー
ト
し
た
１０

㎞
の
部
に
参
加
し
、
フ
ル
を
マ
イ

ペ
ー
ス
で
走
る
皆
さ
ん
を
追
い
抜

き
な
が
ら
で
し
た
が
、
暖
か
い
激

励
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
く
の
ラ
ン
ナ
ー
に
コ
ー
ス
を
空

け
る
よ
う
声
を
出
し
て
く
れ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
中
で

も
、
最
も
き
つ
く
な
っ
て
い
た
７

㎞
付
近
で
女
性
ラ
ン
ナ
ー
に
相
次

い
で
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
切

り
替
え
て
前
を
追
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
前
に

追
い
つ
き
、
ラ
ス
ト
５
０
０
m
か

ら
の
ス
パ
ー
ト
で
総
合
２
位
、
年

代
別
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
会
の
運
営
の
素
晴
ら
し
さ
は
、

皆
さ
ん
が
感
じ
ら
れ
た
通
り
だ
と

思
い
ま
す
。（
１０
㎞
男
子
４０
歳
代
）

蘰
今
年
は
じ
め
て
参
加
し
た
大
会

で
し
た
。
青
い
空
と
菜
の
花
と
お

い
し
い
空
気
。
何
と
い
っ
て
も
ブ

ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
を
思
わ
せ
る
、

す
ぐ
近
く
ま
で
迫
っ
て
く
る
深
い

緑
の
山
！！
感
動
し
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
自
分
の
住
ん
で
い
た
町
が
素

敵
だ
っ
た
と
は
。
そ
の
う
え
、
沿

道
で
最
後
ま
で
温
か
い
笑
顔
で
応

援
し
て
く
れ
る
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
。
握
手
ま
で
求
め
ら
れ
、

良
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

で
最
後
と
聞
き
、
と
て
も
残
念
で

す
。
も
し
再
開
す
る
な
ら
、
ま
た

埼
玉
か
ら
里
帰
り
し
て
絶
対
に
参

加
し
た
い
で
す
。
も
っ
と
み
ん
な

に
宿
毛
の
良
い
所
を
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
。（
１０
㎞
女
子
３９
歳
以
下
）

蘰
昨
年
に
続
き
２
回
目
の
出
場
で

し
た
。
今
年
は
天
気
も
良
く
、
少

し
暑
い
く
ら
い
の
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
。

既
に
開
花
し
て
い
る
桜
の
花
や
、

畑
一
面
に
咲
い
た
菜
の
花
…
ま
さ

に
花
へ
ん
ろ
の
名
の
ご
と
く
色
と

り
ど
り
の
花
を
眺
め
な
が
ら
、
気

持
ち
よ
く
走
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
、

美
し
い
景
色
に
負
け
ず
劣
ら
ず
地

元
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
応
援
が
本

当
に
嬉
し
く
て
、
沢
山
の
勇
気
を

頂
き
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
の
競
技
場

に
入
っ
た
時
に
ナ
ン
バ
ー
や
名
前

を
読
み
上
げ
て
頂
け
た
の
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
の

み
な
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
さ
ん
の
細
部
に
ま
で
行
き
届
い

た
心
づ
か
い
に
も
感
動
し
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
後
に
サ
ン
グ
ラ
ス
を
落
と

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、

あ
わ
て
て
本
部
に
問
い
合
わ
せ
た

こ
と
ろ
、
実
に
丁
寧
で
迅
速
な
対

応
を
し
て
頂
き
無
事
に
見
つ
け
る

こ
と
が
出
来
た
の
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
フ
ル
男
子
４０
歳
代
）

ラ
ン
ナ
ー
か
ら
の
声

全
国
の
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
、
お
礼
の

お
手
紙
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
大
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
書
き
込
み
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
（
原
文
の
ま
ま
記
載
）
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「
重
点
目
標
・
施
策
」

・
平
成
２２
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
教
育
版
「
地
域
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
事
業
」
を
積

極
的
に
活
用
し
、
学
力
向
上
に

向
け
た
各
種
事
業
を
推
進
し
ま

す
。

・
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
Ｑ
―
Ｕ
（
学
校
生

活
調
査
）
を
ハ
イ
パ
ー
Ｑ
―
Ｕ

に
変
え
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
児
童
・
生
徒
の
学
校
で
の

生
活
意
欲
や
満
足
度
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ス
キ
ル
能
力
を
よ
り
詳
し

く
把
握
す
る
中
で
、
生
活
面
の

改
善
を
図
り
、
学
力
向
上
に
努

め
ま
す
。

・
全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
特
別

支
援
教
育
学
校
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
が

在
籍
す
る
学
校
に
対
し
て
は
、

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置

し
、
子
ど
も
の
能
力
を
伸
ば
す

た
め
の
支
援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

・
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
来
る

べ
き
東
南
海
、
南
海
地
震
に
備

え
た
防
災
教
育
、
避
難
訓
練
を

実
施
し
、
児
童
・
生
徒
、
教
職

員
の
危
機
管
理
の
意
識
の
高
揚

を
図
り
ま
す
。
平
成
２４
年
度
か

ら
は
、
高
知
県
と
の
連
携
に
よ
り
、

地
震
・
津
波
に
対
す
る
専
門
的

な
知
識
を
有
す
る
学
校
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
指
導
、
助

言
を
受
け
て
各
学
校
の
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
避
難
経
路
、
避
難

場
所
の
再
確
認
、
点
検
、
見
直

し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
２４
年
度
に
小
学
校
に
全
児

童
、
教
職
員
分
の
防
災
ず
き
ん
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
設
置
し
て
お
り
、

今
年
度
は
、
中
学
校
に
全
生
徒
、

教
職
員
分
の
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
設
置
し
ま
す
。
今
後
も
地
域
、

保
護
者
、
関
係
機
関
と
の
共
通

理
解
、
連
携
を
充
実
さ
せ
て
い

く
中
で
引
き
続
き
防
災
教
育
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

学
　
校
　
給
　
食

　
平
成
２２
年
度
よ
り
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
調
理
部
門
を
民
間
委
託
し

学
校
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

民
間
委
託
に
よ
っ
て
学
校
給
食
の

質
の
低
下
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ

う
栄
養
教
諭
が
中
心
と
な
っ
て
学

校
給
食
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の

健
康
の
増
進
お
よ
び
食
育
指
導
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
現
在

の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
５８
年
度

の
建
築
で
あ
り
、
改
築
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
か
ら
改

築
に
向
け
て
、
規
模
、
立
地
場
所

な
ど
具
体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

生
　
涯
　
学
　
習

　
創
立
２０
周
年
を
迎
え
る
宿
毛
文

教
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、
自
発
的

に
学
習
で
き
る
学
習
機
会
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
教
育

力
の
向
上
を
図
り
、
一
人
ひ
と
り

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
育
つ
豊
か
で
文
化

的
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

「
重
点
目
標
・
施
策
」

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宿
毛
市
体
育
協
会

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ス
ポ
ー

ツ
団
体
な
ど
と
連
携
を
図
り
、

競
技
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
実
施

す
る
な
ど
し
て
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
体
力
や
年
齢
、
技
術
な

ど
に
応
じ
て
、
生
涯
を
通
じ
て

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ

と
が
出
来
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

・
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
の
推

進
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心

で
安
全
な
活
動
場
所
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
青
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
家
庭
、
地

域
、
学
校
お
よ
び
関
係
機
関
が

連
携
し
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

・
読
み
聞
か
せ
や
読
書
講
座
な
ど

を
実
施
し
て
読
書
教
育
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
中
央
公
民
館
、

宿
毛
歴
史
館
、
坂
本
図
書
館
、

生
涯
学
習
課
が
連
携
し
て
、
学
習

支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
平
成
２５
年
度
教
育
行
政
方
針
を

抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
　
権
　
教
　
育

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ

い
て
正
し
い
認
識
と
理
解
を
深
め

る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
人
権
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
、

全
て
の
人
が
人
と
し
て
尊
重
し
合

え
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
と
人
権

意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

学
　
校
　
教
　
育

　
「
２１
世
紀
を
心
豊
か
に
生
き
抜
く

こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
」

を
基
本
と
し
て
、
幅
広
い
知
識
と

教
養
を
身
に
付
け
、
豊
か
な
情
操

と
道
徳
心
を
培
う
と
と
も
に
、
健

や
か
な
身
体
を
養
う
こ
と
を
目
指

し
て
学
校
教
育
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
国
際
化
の
た
め
に

小
学
校
に
お
い
て
は
５
年
生
か
ら

外
国
語
活
動
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

お
り
、
外
国
語
活
動
を
通
じ
た
言

語
活
動
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
素
地
を
養
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
徳
教

育
の
充
実
、
伝
統
や
文
化
の
理
解

を
深
め
る
教
育
と
し
て
、
中
学
校

で
は
、
国
語
科
で
の
古
典
、
音
楽

科
で
の
唱
歌
・
和
楽
器
、
保
健
体

育
科
で
の
武
道
の
必
修
化
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
問
題
な
ど
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
教
職
員
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
問
題
な
ど
に
対
し
て
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が

協
力
し
て
相
談
業
務
や
支
援
な
ど

を
行
う
中
で
、
児
童
・
生
徒
は
も

と
よ
り
保
護
者
に
対
し
て
も
支
援

を
行
い
、
大
き
く
改
善
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
不
登
校
傾

向
が
見
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
は
多

く
、
今
後
も
、
そ
の
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
様
と
の
話
し
合
い

を
す
る
中
で
学
校
の
適
正
配
置
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
懸
案
と

な
っ
て
い
ま
す
宿
毛
小
学
校
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
建
設
工

事
に
着
手
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
対

策
に
つ
い
て
は
、
沖
の
島
小
学
校

校
舎
の
耐
震
化
工
事
、
山
奈
小
学

校
・
平
田
小
学
校
・
橋
上
小
学
校
・

東
中
学
校
校
舎
の
補
強
実
施
設
計
、

宿
毛
中
学
校
校
舎
の
耐
震
診
断
お

よ
び
補
強
実
施
設
計
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

宿
毛
の
教
育
に
つ
い
て

宿
毛
市
教
育
長
　
立
田
　

壽
行



⑩

「性質別歳出　年度別比較表」
普通建設事業

平成24年度　　　
109億1,607万8千円

平成25年度　　　
101億498万3千円

人件費 扶助費 公債費 物件費 災害復旧事業維持補修費
その他の経費

20億8,862万4千円13億8,688万5千円 9億9,992万2千円

9億2,372万2千円

13億6,077万9千円

19億4,668万4千円

1億7,851万4千円5,173万3千円

補助費等

13億9,064万8千円13億6,562万9千円 8億7,026万4千円

10億1,794万3千円

14億381万4千円

19億711万5千円

19億7,921万5千円

19億4,948万6千円

1億2,563万4千円7,445万円

歳　入

　　　　
　

　
　

　
　

　
　

　　　　依　存　
財

　
源

民生費
38.1%
38億4,712万8千円

教育費
6.9％
7億35万1千円

衛生費
8.2％
8億2,446万3千円

農林水産業費
3.1％
3億882万円

商工費
1.6％
1億5,821万3千円

消防費
3.1％
3億1,047万円

災害復旧費
1.2％
1億2,568万4千円

議会費ほか
4.2％
4億2,278万5千円

土木費
9.6％
9億6,942万9千円

総務費
10.6％
10億7,201万1千円

公債費
13.5%
13億6,562万9千円

市 税
20.6%
20億7,835万8千円

地方交付税
40.6%
41億円

国庫支出金
11.3%
11億3,861万7千円

県支出金
8.3%
8億3,536万4千円

市債
8.2%
8億3,163万3千円

その他依存財源
3.8%
3億8,161万1千円

分担金・負担金
1.5%
1億5,598万8千円

使用料・手数料
1.4%
1億4,076万8千円

基金からの繰入金
3.2%
3億2,835万3千円

その他自主財源
1.1%
1億1,429万円1千円

自　主　財
　

源

歳　出
（目的別）

〔
用
語
解
説
〕

市
　
債

道
路
の
改
良
や
建
設
事
業
等
を
行
う

際
の
、
事
業
費
に
対
す
る
財
源
不
足

を
補
う
借
金
。

地
方
交
付
税

行
政
が
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
標

準
的
な
経
費
を
算
出
し
、
自
治
体
の

収
入
で
足
り
な
い
部
分
を
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
も
の
。

民
生
費

子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
の

福
祉
や
人
権
政
策
な
ど
の
た
め
の
費

用
。

衛
生
費

ご
み
処
理
な
ど
の
環
境
整
備
や
検

診
、
予
防
接
種
な
ど
の
た
め
の
費
用
。

扶
助
費

身
体
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童
、
生

活
困
窮
者
な
ど
を
援
助
す
る
た
め

の
費
用
。

公
債
費

市
債
を
返
済
し
て
い
く
費
用
。

物
件
費

委
託
料
（
ご
み
の
収
集
業
務
、
工

事
の
設
計
業
務
な
ど
）、
光
熱
水
費
、

電
話
料
、
郵
便
料
、
事
務
用
品
や
旅

費
な
ど
の
費
用
。

補
助
費
等

各
種
団
体
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助
金
、

一
部
事
務
組
合
（
消
防
、
ご
み
処
理

な
ど
）
へ
の
負
担
金
な
ど
の
費
用
。

普
通
建
設
事
業

道
路
、
公
園
、
住
宅
、
港
湾
な
ど
の

施
設
整
備
の
費
用
。

平成25年度 当初予算報告
一 般 会 計 総 額
101億498万3千円
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予　算　額

１０１億４９８万３千円

３１億６，３４０万２千円

６，１０７万４千円

１億２，６８０万２千円

４億６，６１２万２千円

１億８，６０９万円

４億３，２５６万６千円

９，６１３万７千円

３７８万２千円

２２億５，９７６万４千円

４，５４６万１千円

２億７，１１６万９千円

７１億１，２３６万９千円

７億６，６７４万２千円

前年度比

－７．４％

－０．６％

－１３．４％

－７．３％

３．５％

－２．６％

１．６％

－１５．２％

－８．５％

２．２％

－３２．５％

９．３％

０．１％

１７．１％

会 計

一 般 会 計

国民健康保険事業�

へ き 地 診 療 事 業 �

定 期 船 事 業 �

特別養護老人ホーム�

学 校 給 食 事 業 �

下 水 道 事 業 �

国民宿舎運営事業�

介 護 認 定 審 査 会 �

介 護 保 険 事 業 �

土地区画整理事業�

後 期 高 齢 者 医 療 �

特 別 会 計 　 計

水 道 事 業 会 計

一
般
会
計

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
１
０
１
億
４
９
８
万
３
千
円
で
、

消
防
庁
舎
整
備
の
終
了
等
に
よ
り
、

前
年
度
よ
り
８
億
１
、１
０
９
万
５

千
円
、
約
７
、４
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
減
額
予
算
の
中
、

南
海
地
震
対
策
や
福
祉
対
策
、
産

業
振
興
対
策
や
雇
用
対
策
に
重
点

を
置
い
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
運
営

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
よ
り
効
率
的
、
効
果

的
な
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計
の
主
な
事
業

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知

２
０
１
３
宿
毛
市
実
行
委
員
会
補

助
金

２
５
、０
３
９
千
円

平
成
２５
年
１０
月
に
高
知
県
で
開

催
さ
れ
る
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」

に
際
し
、
宿
毛
市
実
行
委
員
会

へ
補
助
金
を
交
付
す
る
（
宿
毛
市

で
は
剣
道
交
流
大
会
を
開
催
）。

　
小
筑
紫
・
み
な
み
統
合
保
育
園
調

査
・
設
計
業
務
委
託

２
３
、０
０
０
千
円

小
筑
紫
・
み
な
み
統
合
保
育
園

を
建
設
す
る
た
め
の
地
質
調
査

と
設
計
業
務
を
委
託
す
る
。

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事

業
（
起
業
支
援
型
）

３
０
、０
８
０
千
円

起
業
後
１０
年
以
内
の
企
業
に
対

し
て
事
業
を
委
託
し
、
地
域
の

雇
用
を
創
出
す
る
。

産
業
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費

補
助
金
（
農
業
）

１
４
、０
０
０
千
円

洋
蘭
の
生
産
量
が
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
宿
毛
市
に
、
県
内
の

６
農
園
が
参
加
す
る
集
出
荷
場

を
整
備
し
て
、
洋
蘭
の
販
売
量

向
上
並
び
に
雇
用
創
出
を
目
指

す
。

産
業
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費

補
助
金
（
水
産
業
）

２
２
、５
０
０
千
円

宿
毛
湾
産
の
水
産
物
を
加
工
す

る
施
設
を
整
備
し
、
製
造
・
販

売
体
制
の
確
立
、
作
業
の
効
率
化
、

雇
用
の
創
出
を
図
る
。

宿
毛
小
学
校
敷
地
造
成
設
計
業
務

委
託
料

１
９
、１
０
０
千
円

宿
毛
小
学
校
の
高
台
移
転
候
補

地
の
敷
地
造
成
の
た
め
の
設
計

業
務
を
委
託
す
る
。

中
学
校
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
事

業３
、５
０
０
千
円

市
内
中
学
校
の
全
生
徒
お
よ
び

全
教
職
員
に
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
配
布
す
る
。

耐
震
業
務
委
託
料

１
４
、０
５
１
千
円

宿
毛
中
学
校
の
耐
震
補
強
に
向

け
、
耐
震
２
次
診
断
お
よ
び
補

強
設
計
業
務
を
委
託
す
る
。

キ
ャ
ン
プ
誘
致
推
進
補
助
金

８
０
０
千
円

ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
合
宿

誘
致
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
市
内
で
合
宿
を
実

施
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ

団
体
に
補
助
金
を
支
給
す
る
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
委
託
事
業

９
０
０
千
円

移
動
手
段
の
な
い
石
原
地
区
、

西
地
区
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実

証
運
行
を
行
う
。

幡
多
博
補
助
金

１
１
、２
０
０
千
円

県
内
外
に
幡
多
地
域
の
魅
力
あ

る
情
報
を
発
信
し
、
よ
り
多
く

の
観
光
客
誘
致
を
目
指
し
て
各

地
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
。

特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
に
そ
の
経
費
を
明
確
に

す
る
た
め
、
一
般
会
計
と
区
別
し

て
設
け
ら
れ
る
会
計
で
す
。

　
宿
毛
市
で
は
、
平
成
２５
年
度
は

左
の
表
の
と
お
り
、
国
民
健
康
保

険
事
業
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
ま

で
１１
の
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま

す
。

　
本
年
度
の
特
別
会
計
予
算
総
額

は
、
７１
億
１
、２
３
６
万
９
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
全
体
で
０
・
１
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計

　
企
業
会
計
は
、
地
方
公
共
団
体
の

経
営
す
る
会
社
の
よ
う
な
も
の
で
、

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け

る
も
の
を
い
い
、
宿
毛
市
で
は
水
道

事
業
会
計
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
水
道
事
業
会
計
予
算

は
７
億
６
、６
７
４
万
２
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
１
７
・
１
％
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。



⑫

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
な
ど
の

人
事
議
案
三
件
、「
平
成
二
十
五
年

度
宿
毛
市
一
般
会
計
予
算
」
な
ど

予
算
議
案
二
六
件
、「
宿
毛
市
防
災

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な

ど
条
例
議
案
二
五
件
、「
市
道
路
線

の
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
そ
の
他

の
議
案
一
〇
件
の
合
計
六
四
議
案

で
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
同
意
・
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
浦
尻
議
員

ほ
か
五
名
か
ら
、「
宿
毛
市
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

十
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
三
日

間
に
十
一
人
の
議
員
が
、
ま
た
、

十
四
日
に
は
議
案
に
対
す
る
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・

陳
情
は
『
宿
毛
湾
港
「
海
上
自
衛

隊
潜
水
艦
部
隊
等
」
誘
致
に
つ
い

て
』
な
ど
五
件
が
審
議
さ
れ
、
一

件
が
採
択
、
二
件
が
趣
旨
採
択
、

二
件
が
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
最
終
日
に
は
、「
沖

本
市
長
に
対
す
る
問
責
決
議
」
な

ど
二
件
の
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
十
七
号
）

　
平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
予

算
は
総
額
で
百
一
億
四
九
八
万
三

千
円
で
、
対
前
年
比
七
・
四
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
詳
細
は
、

一
〇
〜
一
一
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下

さ
い
。）

　
な
お
、
本
予
算
中
「
宿
毛
小
学

校
用
地
・
物
件
移
転
補
償
調
査
委

託
料
　
四
五
〇
万
円
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
寺
田
議
員
ほ
か
二
名
の

委
員
か
ら
付
帯
決
議
案
が
提
案
さ

れ
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
決
議
さ

れ
ま
し
た
。（
詳
細
は
一
三
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。）

◎
宿
毛
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
国
に
お
い
て
「
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
」
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
本
市

に
お
い
て
も
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
の
対
策
に
つ
い
て
総
合
的

に
推
進
調
整
す
る
た
め
の
対
策
本

部
を
設
置
す
る
こ
と
に
関
し
必
要

な
事
項
を
規
定
す
る
条
例
を
制
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
立
宿
毛
小
学
校
図
書
館

基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
故
兵
頭
健
吉
氏
か
ら
の
寄
付
を

原
資
と
し
て
設
置
し
て
い
る
「
宿

毛
市
立
学
校
施
設
整
備
等
基
金
」

に
つ
い
て
、
同
氏
の
ご
親
族
か
ら

「
故
人
の
意
志
と
し
て
は
、
寄
付
金

の
収
益
金
を
宿
毛
小
学
校
の
図
書

購
入
に
の
み
充
当
し
て
ほ
し
い
」
と

の
申
し
出
が
あ
り
、
教
育
委
員
会

の
意
見
と
し
て
も
寄
付
者
の
意
志

を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
の
判
断

と
な
り
ま
し
た
の
で
、「
宿
毛
市
立

学
校
施
設
整
備
基
金
等
条
例
」
を

全
部
改
正
し
、「
宿
毛
市
立
宿
毛
小

学
校
図
書
館
基
金
条
例
」
を
制
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
、
南
海

地
震
対
策
業
務
の
強
化
の
た
め
、

総
務
課
の
危
機
管
理
係
を
廃
止
し
、

新
た
に
「
危
機
管
理
課
」
を
新
設

す
る
と
と
も
に
、
機
構
改
革
に
よ

り
統
合
・
再
編
し
て
い
ま
し
た
「
建

設
課
」
を
、
業
務
量
の
増
大
の
解

消
を
図
る
た
め
、「
土
木
課
」
及
び

「
都
市
建
設
課
」
の
二
課
へ
再
編
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
「
国
家
公
務
員
の
退
職
給
付
の
給

付
水
準
の
見
直
し
の
た
め
の
国
家

公
務
員
退
職
手
当
法
」
等
の
一
部

改
正
を
考
慮
し
、
平
成
二
十
五
年

四
月
一
日
か
ら
長
期
勤
続
者
等
の

退
職
手
当
に
係
る
調
整
率
を
引
き

下
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
調
整
率

の
経
過
措
置
を
二
年
間
設
け
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
第
一
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
四
日
に
開
会
し
、

二
十
三
日
間
の
会
期
で
三
月
二
十
六
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

当
　
初
　
予
　
算

条
　
　
例

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第67号
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３
月

４
日
豺
　

本
会
議
　

開
会
、
行
政
方
針

　
　
　
　
　
　
　
の
表
明
、
議
案
上

　
　
　
　
　
　
　
程
、
提
案
理
由
の

　
　
　
　
　
　
　
説
明

５
日
貂
　

休
　
会
　

議
案
等
精
査

６
日
貉
　

休
　
会
　

議
案
等
精
査

７
日
貅
　

休
　
会
　

議
案
等
精
査

８
日
貊
　

休
　
会
　

議
案
等
精
査

９
日
貍
　

休
　
会

１０
日
豸
　

休
　
会

１１
日
豺
　

本
会
議
　

一
般
質
問

１２
日
貂
　

本
会
議
　

一
般
質
問

１３
日
貉
　

本
会
議
　

一
般
質
問

１４
日
貅
　

本
会
議
　

議
案
質
疑

１５
日
貊
　

休
　
会
　

委
員
会
審
査

１６
日
貍
　

休
　
会

１７
日
豸
　

休
　
会

１８
日
豺
　

休
　
会
　

委
員
会
審
査

１９
日
貂
　

休
　
会
　

委
員
会
審
査

２０
日
貉
　

休
　
会

２１
日
貅
　

休
　
会
　

委
員
会
審
査

２２
日
貊
　

休
　
会
　

委
員
会
審
査

２３
日
貍
　

休
　
会

２４
日
豸
　

休
　
会

２５
日
豺
　

休
　
会
　

委
員
会
審
査

２６
日
貂
　

本
会
議
　

委
員
長
報
告
、

　
　
　
　
　
　
　
質
疑
、
討
論
、

　
　
　
　
　
　
　
表
決
、
閉
会

三
月
定
例
会
日
程

◎
宿
毛
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
空
き
家
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
、

庁
内
で
様
々
な
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
新
た
に
条
例
を
制
定

す
る
場
合
、
財
産
権
や
行
政
代
執

行
法
に
絡
ん
で
、
現
状
で
は
ク
リ

ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

多
い
た
め
、
む
し
ろ
、
空
き
地
の

適
正
管
理
に
関
す
る
規
定
の
あ
る

本
条
例
に
、
空
き
家
に
つ
い
て
も

同
様
の
規
定
を
盛
り
込
む
こ
と
の

方
が
現
段
階
で
は
妥
当
で
は
な
い

か
と
考
え
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
「
ヌ
カ
ツ
カ
線
」、「
大
島
中
央
二

号
線
」
及
び
「
田
ノ
浦
四
号
線
」

の
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

三
　
現
敷
地
内
に
新
校
舎
を
建
設

し
た
場
合
、
将
来
的
に
宿
毛
小
学

校
が
高
台
に
移
転
し
た
後
の
利
用

方
法
に
つ
い
て
明
確
に
示
す
こ
と
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

◎
沖
本
市
長
に
対
す
る
問
責
決
議

　
宿
毛
小
学
校
の
耐
震
・
改
築
は

宿
毛
市
政
に
お
け
る
最
重
要
課
題

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
今
期
定
例
会

に
お
い
て
、
宿
毛
小
学
校
の
改
築
、

高
台
移
転
関
連
予
算
が
提
案
さ
れ

て
い
る
が
、
関
係
者
と
の
十
分
な

意
見
交
換
を
行
わ
な
い
中
で
の
予

算
編
成
は
、
保
護
者
を
初
め
と
す

る
市
民
を
混
乱
さ
せ
、
大
き
な
不

信
を
招
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
宿
毛
市
立
小
中
学
校
再

編
調
査
特
別
委
員
会
の
最
終
報
告

に
盛
り
込
ま
れ
た
宿
毛
小
学
校
の

耐
震
化
に
つ
い
て
も
十
分
な
調
査

に
着
手
す
る
こ
と
な
く
、
耐
震
補

強
に
関
し
て
否
定
的
な
見
解
を
示

し
て
い
る
が
、
議
案
審
議
に
必
要

と
な
る
具
体
的
な
資
料
を
欠
い
た

こ
の
よ
う
な
提
案
の
仕
方
は
、
執

行
部
と
し
て
十
分
な
説
明
責
任
を

果
た
し
て
い
る
と
は
到
底
思
え
な

い
。

　
現
在
提
案
さ
れ
て
い
る
現
行
敷

地
内
で
の
改
築
案
に
つ
い
て
も
、
高

台
移
転
後
の
施
設
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
明
確
な
内
容
が
提
示
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
計
画
に
つ
い
て

市
民
は
大
き
な
疑
問
を
も
っ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
不
透
明
な
市
政
運

営
は
、「
市
民
の
目
線
に
立
つ
公
正
・

公
平
な
行
政
」
を
行
う
と
の
公
約

で
当
選
し
た
市
長
と
し
て
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
本

市
議
会
は
、
沖
本
市
長
に
対
し
猛

省
を
促
す
と
と
も
に
、
市
長
と
し

て
の
責
任
を
強
く
問
う
も
の
で
あ

る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

◎
議
案
第
十
七
号
に
対
す
る
付
帯

決
議

　
本
予
算
中
、
第
一
〇
款
教
育
費
、

第
二
項
小
学
校
費
、
第
三
目
学
校

建
設
費
、
第
一
三
節
委
託
料
の
「
宿

毛
小
学
校
用
地
・
物
件
移
転
補
償

調
査
委
託
料
四
五
〇
万
円
」
に
つ

い
て
は
、
予
算
執
行
の
前
に
次
の

三
点
を
実
施
し
、
本
市
議
会
に
対

し
て
提
示
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

一
　
宿
毛
小
学
校
移
転
の
適
地
と

さ
れ
て
い
る
萩
原
地
区
高
台
候
補

地
に
関
し
て
、
整
備
計
画
期
間
を

明
確
に
示
す
こ
と
。

二
　
現
校
舎
の
耐
震
化
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
早
期
に
二
次
診
断
を

実
施
し
、
耐
震
工
事
に
要
す
る
概

算
事
業
費
を
積
算
す
る
と
と
も
に
、

耐
震
工
事
を
実
施
す
る
場
合
と
新

校
舎
を
建
設
す
る
場
合
の
費
用
対

効
果
を
比
較
し
た
資
料
を
提
示
す

る
こ
と
。

そ 

　
の
　 

他

決

　

議

　
今
定
例
会
に
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
決
議
案
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。



⑭

議案番号 件　　　　　　　　　　　　名 議決結果

第１号
第２号
第３号
第４号
第５号
～１６号
第１７号
第１８号
～２９号
第３０号
第３１号
第３２号

第３３号

第３４号

第３５号

第３６号
第３７号

第３８号
第３９号
第４０号

第４１号
第４２号
第４３号
第４４号
第４５号

第４６号
第４７号

第４８号
第４９号
第５０号
第５１号
第５２号
第５３号
第５４号
第５５号
第５６号
第５７号
第５８号

第５９号
～６０号
第６１号
～６３号
第６４号

第６５号

監査委員の選任につき同意を求めることについて
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
平成２４年度宿毛市一般会計補正予算について
平成２４年度各特別会計及び水道事業会計補正予算について

平成２５年度宿毛市一般会計予算について
平成２５年度各特別会計及び水道事業会計予算について

宿毛市防災センターの設置及び管理に関する条例の制定について
宿毛市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について
宿毛市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める
条例の制定について
宿毛市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地
域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基
準を定める条例の制定について
宿毛市高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係る特定道路の構造、特定公園
施設の設置に関する基準を定める条例の制定について
宿毛市道路の構造の技術的基準及び道路に設ける道路標識の寸法を定める条例の制
定について
宿毛市営住宅等の整備に関する基準を定める条例の制定について
宿毛市水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資
格基準に関する条例について
宿毛市立宿毛小学校図書館基金条例の制定について
宿毛市課設置条例の一部を改正する条例について
宿毛市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正
する条例について
証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例について
宿毛市一般職の給与に関する条例の一部を改正する条例について
宿毛市職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例について
宿毛市旅費条例の一部を改正する条例について
宿毛市英語指導助手の報酬及び費用弁償の支給に関する条例の一部を改正する条例
について
宿毛市福祉医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例について
宿毛市中央デイケアセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に
ついて
宿毛市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について
宿毛市定期船事業条例の一部を改正する条例について
宿毛市都市公園条例の一部を改正する条例について
宿毛市道路占用料条例の一部を改正する条例について
宿毛市下水道条例の一部を改正する条例について
企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例について
宿毛市防災センターの管理及び執行の事務の委託について
幡多広域市町村圏事務組合規約の一部変更について
幡多西部消防組合規約の一部を改正する規約について
こうち人づくり広域連合規約の一部変更について
幡多西部消防組合との間において工事の施工等に関する平成２４年度協定の一部を
変更する協定を締結することについて
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

市道の認定について

宿毛市高齢者交通安全教育推進に関する条例及び宿毛市都市計画審議会条例の一部
を改正する条例について
宿毛市議会委員会条例の一部を改正する条例について

同　　意
同　　意
同　　意
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

（定例会）
◆  提 出 さ れ た 議 案 等  ◆
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な
お
、
委
員
長
の
審
査
報
告
は
以

下
の
通
り
で
す
。

請
願
第
2
号
に
つ
い
て

　
本
件
は
、
海
上
自
衛
隊
の
誘
致
は
、

社
会
基
盤
整
備
の
遅
れ
て
い
る
四
国

西
南
地
域
に
お
け
る
８
の
字
高
速
道

路
の
早
期
完
成
に
有
効
で
あ
り
、
鉄

道
や
フ
ェ
リ
ー
等
の
利
用
促
進
に
も

繋
が
る
と
確
信
で
き
、
物
流
や
観
光

に
よ
る
地
域
経
済
浮
揚
の
鍵
と
言
え

る
。
よ
っ
て
、
本
市
議
会
に
対
し
て
、

海
上
自
衛
隊
潜
水
艦
部
隊
及
び
掃
海

艇
部
隊
の
誘
致
に
つ
い
て
議
決
を
求

め
る
と
の
請
願
で
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
過
程
で
、
委
員
か
ら
は
「
自

衛
隊
が
来
れ
ば
、こ
の
地
域
の
安
全
・

安
心
、
特
に
こ
れ
か
ら
地
震
・
津
波

が
起
こ
っ
た
場
合
、
い
ち
早
く
復
興

に
協
力
し
て
も
ら
え
る
。
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
も
当
然
に
進
む
の
で
、
市
民

の
た
め
に
は
是
非
に
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
」
と
言
っ
た
意
見
や
、「
基
地

化
に
よ
っ
て
人
口
が
増
え
れ
ば
、
多

く
の
人
々
に
地
元
の
食
材
も
買
っ
て

い
た
だ
け
る
の
で
、
商
工
関
係
だ
け

が
潤
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

一
次
産
業
も
当
然
潤
っ
て
く
る
」
と

言
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
る
一
方
、「
宿

毛
市
の
商
業
関
係
の
人
々
は
大
変
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
し
、
市
の
力
も

弱
っ
て
き
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る

が
、
宿
毛
市
は
あ
く
ま
で
も
軍
港
と

し
て
で
は
な
く
、
一
次
産
業
、
二
次

産
業
、
六
次
産
業
み
た
い
な
形
で
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」

と
言
っ
た
意
見
や
、「
地
域
の
安
心
、

安
全
と
言
う
が
、
有
事
の
際
に
は
、

真
っ
先
に
攻
撃
対
象
と
な
る
」
と
言

っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
審
議
を
踏
ま
え
て
、

採
決
し
た
結
果
、
本
請
願
を
賛
成
多

数
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

請
願
第
4
号
に
つ
い
て

　
本
件
は
、
伊
方
原
発
の
再
稼
働
を

認
め
な
い
こ
と
、
伊
方
原
発
を
廃
炉

に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
を
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
、
参

考
人
の
意
見
を
求
め
る
中
で
、
慎
重

に
審
査
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
で
、
本
請
願
に
賛
成

の
委
員
か
ら
は
、「
電
力
供
給
に
お
け

る
原
発
の
比
重
の
大
き
さ
と
い
う
の

は
よ
く
わ
か
る
。
た
だ
、
こ
れ
に
よ

っ
て
恩
恵
を
被
っ
て
い
る
人
は
原
発

立
地
地
域
の
範
囲
だ
け
で
は
な
く
い

っ
ぱ
い
い
る
が
、
事
故
が
起
こ
っ
た

場
合
に
災
厄
を
被
る
地
域
は
限
ら
れ

て
く
る
。
本
市
の
よ
う
に
そ
の
被
害

を
被
る
可
能
性
が
高
い
地
域
は
、
原

発
は
危
険
だ
と
声
を
あ
げ
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。
」
と
の
意
見
や
「
四
電

に
よ
れ
ば
伊
方
原
発
の
下
を
通
っ
て

い
る
断
層
は
、
活
断
層
で
は
な
い
と

の
こ
と
だ
が
、
中
央
構
造
線
に
つ
い

て
は
、
近
年
、
地
震
は
観
測
さ
れ
て

な
い
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
積
し
て

非
常
に
危
険
な
地
域
で
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
反
対
委
員

か
ら
は
、「
四
、〇
〇
〇
人
の
署
名
を

添
え
て
、
再
度
提
出
し
て
き
た
こ
と

は
、
本
当
に
重
い
と
受
け
止
め
て
い

る
。
請
願
者
が
我
々
に
訴
え
た
こ
と

に
も
共
鳴
す
る
部
分
は
沢
山
あ
る
け

れ
ど
も
、
技
術
が
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ

て
い
く
中
で
、
日
本
の
原
子
力
発
電

と
い
う
の
は
、
も
っ
と
も
っ
と
完
全

に
事
故
の
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
体
制

づ
く
り
を
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
止
め
て
し
ま
う
の

で
は
な
く
て
、
継
続
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

し
、
廃
炉
に
す
る
こ
と
は
疑
問
を
感

じ
て
い
る
。
」
と
の
意
見
や
、「
請
願

の
中
で
、
敷
地
内
に
断
層
が
あ
り
、

原
子
炉
立
地
審
査
指
針
に
違
反
す
る

と
い
う
部
分
が
あ
る
が
、
四
電
に
よ

れ
ば
、
国
と
し
て
は
違
反
す
る
建
物

だ
と
い
う
指
摘
は
し
て
い
な
い
と
い

う
見
解
で
あ
り
、
こ
れ
は
虚
偽
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
」
と
の
意
見
、

ま
た
、「
当
然
、
安
全
で
な
い
も
の
を

再
稼
働
す
べ
き
で
は
な
い
し
、
安
全

で
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
廃
炉
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
う
け
れ

ど
も
、
安
全
で
な
い
と
い
う
部
分
が
、

果
た
し
て
我
々
で
判
断
で
き
る
の
か
。

判
断
で
き
な
い
も
の
を
廃
炉
に
し
な

さ
い
と
い
え
る
の
か
。

　
福
島
の
事
故
を
見
て
、
感
情
的
に

な
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
火
力
発
電
で
Ｃ
Ｏ
２
を
排

出
し
て
電
力
を
起
こ
せ
ば
い
い
と
い

う
話
で
は
な
い
。
太
陽
光
や
風
力
、

水
力
な
ど
い
ろ
ん
な
部
分
で
、
国
を

あ
げ
て
考
え
て
い
る
の
で
、
全
体
の

流
れ
の
な
か
で
、
ど
う
い
う
ふ
う
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
考
え
て
い
く
の

か
。
国
際
社
会
の
中
で
経
済
力
を
保

っ
て
い
く
の
か
と
い
う
部
分
を
ト
ー

タ
ル
で
考
え
て
、
そ
の
結
果
段
階
的

に
原
発
を
な
く
し
て
い
っ
た
ら
い
い

と
思
う
。
一
気
に
こ
こ
で
す
べ
て
を

停
止
し
て
廃
炉
に
し
な
さ
い
と
い
う

段
階
で
は
な
い
と
思
う
。
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
審
議
を
踏
ま
え
て
、

採
決
し
た
結
果
、
本
請
願
は
賛
成
少

数
で
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

＊
そ
の
他
の
請
願
・
陳
情
に
関
す
る

委
員
長
報
告
つ
き
ま
し
て
は
、
紙

面
の
都
合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

採
　
　
択

趣
旨
採
択

不
採
択

不
採
択

趣
旨
採
択

請
願第

2
号

第
3
号

第
4
号

陳
情第

１５
号

第
１６
号

宿
毛
湾
港
「
海
上
自
衛
隊
潜
水
艦
部
隊
等
」
誘
致
に

つ
い
て

社
会
福
祉
法
人
清
育
会
「
大
島
保
育
園
」
高
台
移
転

（
轟
）
へ
の
土
地
借
上
と
移
転
木
造
新
築
の
お
願
い
に

つ
い
て

伊
方
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
し
て
廃
炉
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

現
行
の
宿
毛
小
学
校
建
設
計
画
へ
の
反
対
と
即
時
の

市
内
小
中
学
校
の
安
全
性
確
保
を
求
め
る
陳
情
に
つ

い
て

▼ 
請 

願
・
陳 

情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。



⑯

A
　
平
成
二
十
二
年
に
立
て
た
学

校
再
編
計
画
で
は
多
く
の
小
中
学

校
が
浸
水
エ
リ
ア
に
位
置
し
て
い
る
。

見
直
し
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て
は
、

適
正
配
置
、
適
正
規
模
等
、
総
合

的
に
勘
案
す
る
中
で
、
計
画
を
策

定
す
べ
き
で
あ
り
、
状
況
の
変
化

が
あ
れ
ば
、
当
然
修
正
し
て
い
く
。

　
大
地
震
時
の
津
波
被
害
を
考
え

る
と
学
校
は
高
台
に
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
見
直
し
を
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

A
　
津
波
で
浸
水
す
る
場
所
に
咸
陽
、

中
央
保
育
園
の
公
立
二
園
と
大
島
、

宿
毛
保
育
園
の
私
立
二
園
が
あ
る
。

　
園
児
の
ご
父
兄
も
大
変
心
配
さ

れ
て
い
る
が
、
基
本
的
な
考
え
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

B
　
津
波
被
害
が
想
定
さ
れ
る
保

A
　
自
主
防
災
組
織
の
今
後
の
体

制
、
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
大
災
害
発
生
時
、
公
的
支
援

に
は
限
界
が
あ
り
、
地
域
の
人
た

ち
の
助
け
合
い
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
各
自
主
防
災
組
織
の
皆
様

に
は
避
難
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練

や
応
急
救
命
訓
練
な
ど
、
独
自
に

取
り
組
み
を
行
い
、
災
害
へ
の
備

え
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
昨
年
は
宿
毛
市
自
主

防
災
組
織
連
絡
協
議
会
並
び
に
幡

多
地
区
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会

が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
自
主
防
災
組
織
の
設

立
時
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
既
存

の
組
織
に
対
し
て
も
、
老
朽
化
し

た
資
機
材
の
再
整
備
に
対
す
る
支

援
を
行
う
ほ
か
、
ま
だ
設
立
さ
れ

て
い
な
い
地
区
に
お
い
て
も
組
織

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

A
　
今
後
の
公
助
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
公
助
に
つ
い
て
は
、
自
助
、

共
助
が
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
行

政
機
関
に
よ
る
救
助
活
動
や
、
支

援
物
資
の
提
供
、
公
営
企
業
に
よ

る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
活
動
な

ど
、
災
害
支
援
活
動
が
こ
れ
に
あ

た
る
。
現
在
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、

業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
な
ど
、

災
害
時
に
は
迅
速
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
備
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
大
災
害
発
生
時
に
は
公
的
支
援

に
も
限
界
が
あ
る
が
、
自
助
、
共
助
、

公
助
が
互
い
に
連
携
し
、
一
体
と

な
る
こ
と
で
、
災
害
を
最
小
限
度

に
で
き
る
と
と
も
に
、
早
期
の
復

旧
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
の
で
、
今
後
も
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。

A
　
高
台
の
利
活
用
に
つ
い
て
問

う
。

B
　
津
波
浸
水
想
定
地
域
で
は
、

広
場
な
ど
と
し
て
利
用
で
き
る
高

台
が
非
常
に
少
な
い
状
態
な
の
で
、

高
台
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
二
次

避
難
所
や
仮
設
住
宅
の
予
定
地
な

ど
と
し
て
利
活
用
し
て
い
き
た
い
。

A
　
災
害
時
に
お
け
る
自
助
努
力

に
つ
い
て
、
啓
発
、
訓
練
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
問
う
。

B
　
大
災
害
発
生
時
に
は
、
何
よ

り
も
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
防
災
対
策
の

基
本
で
あ
る
の
で
、
地
区
座
談
会

や
防
災
学
習
会
な
ど
で
市
民
へ
の

周
知
、
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
９
月
に
は
高
知
県

下
の
一
斉
訓
練
に
あ
わ
せ
て
、
避

難
訓
練
な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、
２

年
に
一
度
は
総
合
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。

闍倉 真弓 議員

宮本 有二 議員

　
三
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
一
日
か
ら
十
三
日
の

三
日
間
に
十
一
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

防
災
に
つ
い
て

学
校
再
編
と
宿
毛
小
学

校
建
設
に
つ
い
て



広報すくも  2013.5⑰

A
　
市
長
自
ら
が
、
地
域
の
中
に

積
極
的
に
入
っ
て
行
き
、
膝
を
つ

き
合
わ
し
な
が
ら
、
市
民
の
生
の

声
を
直
接
聞
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
思
う
。
そ
こ
で
、
二
十
五
年

度
に
お
い
て
も
引
続
き
「
地
域
懇

談
会
」
を
開
催
す
る
考
え
が
あ
る

か
問
う
。

B
　
市
政
を
運
営
し
て
い
く
上
で
、

多
く
の
市
民
の
声
を
聞
き
、
可
能

な
限
り
市
政
に
反
映
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
開
催
を
し
て
き
た
。
開

催
方
法
等
検
討
を
加
え
な
が
ら
引

続
き
開
催
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

A
　
地
域
の
公
共
交
通
が
脆
弱
な

宿
毛
市
の
今
日
的
な
状
況
を
改
善

す
べ
く
、
本
年
度
初
め
て
デ
マ
ン

ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
方
式
を
計
画
し

育
園
の
高
台
移
転
は
喫
緊
の
課
題

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
私
立
の
保

育
園
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
法
人
で

基
本
方
針
を
立
て
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
事
だ
と
考
え
る
が
、
公
立
、

私
立
を
問
わ
ず
双
方
で
協
議
し
な

が
ら
取
り
組
む
。

A
　
宿
毛
、
松
田
川
両
小
学
校
を

統
合
し
、
萩
原
地
区
の
高
台
に
移

す
の
は
、
用
地
取
得
の
見
通
し
が

立
た
な
い
と
い
う
が
、
本
気
で
や

る
気
が
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
現
宿
毛
小
学
校
用
地
に

建
て
た
場
合
、
高
台
移
転
後
は
何

に
使
う
つ
も
り
か
。

B
　
萩
原
地
区
は
残
念
な
こ
と
に

国
土
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、

字
界
や
土
地
の
境
界
が
確
定
し
な

い
。
権
利
者
本
人
が
死
亡
し
て
い

た
り
、
行
方
不
明
の
方
も
あ
る
。
さ

ら
に
、
所
有
権
の
移
転
登
記
も
さ

れ
て
い
な
い
土
地
も
あ
り
、
境
界

設
定
や
相
続
人
の
確
定
に
は
相
当

の
時
間
を
要
す
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ご
指
摘
の
と

お
り
実
施
設
計
と
併
せ
て
地
権
者

へ
の
説
明
会
に
つ
い
て
は
開
催
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
地
に
建
設
し
た
宿

毛
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
高
台
移

転
後
は
、
公
共
施
設
と
し
て
、
例

え
ば
宿
毛
中
学
校
、
あ
る
い
は
市
庁

舎
、
並
び
に
防
災
施
設
な
ど
、
様
々

な
形
で
有
効
利
用
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

A
　
今
議
会
に
、
宿
毛
市
小
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
よ
り
、「
現
行
の

宿
毛
小
学
校
建
設
計
画
へ
の
反
対

と
即
時
の
市
内
小
中
学
校
の
安
全

確
保
を
求
め
る
」
陳
情
書
が
提
出

さ
れ
、
行
政
の
説
明
不
足
や
、
計
画

の
不
透
明
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
市
長
は
、
本
市
の
一
年
間
の
指

針
と
す
る
行
政
方
針
の
中
で
「
最

終
的
に
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
、

議
会
の
意
見
等
を
踏
ま
え
て
学
校

建
設
に
向
け
た
関
連
予
算
を
計
上

し
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
保

護
者
の
皆
さ
ま
は
、「
市
長
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
の
意
見
交
換

は
一
度
も
な
さ
れ
て
い
な
い
」
と

言
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
小
学
校

は
耐
震
改
修
の
上
速
や
か
に
高
台

移
転
す
べ
き
」
と
の
議
会
議
決
に

対
し
何
も
履
行
し
て
お
ら
ず
、
行

政
方
針
と
の
整
合
性
が
全
く
取
れ

て
い
な
い
。

　
今
回
上
程
し
た
用
地
物
件
移
転

補
償
調
査
委
託
費
四
五
〇
万
円
は
、

虚
偽
の
説
明
の
上
に
積
み
上
げ
ら

れ
た
予
算
と
な
り
、
取
り
下
げ
る

べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

B
　
結
果
的
に
、
あ
の
よ
う
な
意

見
を
我
々
は
拝
聴
し
要
望
を
聞
く

と
い
う
形
に
な
っ
た
。
取
り
組
み

と
し
て
不
十
分
さ
は
多
々
あ
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。
今
回
上
程
さ
せ

て
頂
い
て
い
る
予
算
は
、
子
ど
も

た
ち
を
守
る
た
め
に
一
生
懸
命
考

え
た
結
果
で
あ
る
。

A
　
文
科
省
は
、
平
成
二
十
七
年

度
に
耐
震
完
了
を
目
指
す
目
標
を

掲
げ
て
お
り
、
今
回
、
二
十
四
年

度
補
正
予
算
「
地
域
の
元
気
臨
時

交
付
金
」
又
、
二
十
五
年
度
予
算

で
は
、
耐
震
化
や
老
朽
化
対
策
、
非

構
造
部
材
の
耐
震
対
策
に
各
自
治

体
に
と
っ
て
有
利
な
多
額
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
こ
の
予
算
を
利
用
し
て
何
処

ま
で
耐
震
化
が
進
む
の
か
問
う
。

B
　
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予
算

で
、
沖
の
島
小
学
校
の
耐
震
化
を

行
っ
た
ほ
か
、
山
奈
小
学
校
、
平

田
小
学
校
、
橋
上
小
学
校
、
東
中

学
校
舎
の
耐
震
補
強
委
託
料
を
計

上
し
、
現
在
設
計
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
れ
が
終
わ
り
次
第
、
平

成
二
十
五
年
度
の
補
正
予
算
で
対

応
し
て
い
く
。

A
　
期
日
前
投
票
所
で
、
高
齢
者

の
方
や
体
に
障
が
い
を
も
た
れ
て

い
て
、
特
に
片
手
で
宣
誓
書
を
書

か
な
く
て
は
い
け
な
い
方
が
い
る
。

立
会
人
の
前
で
書
く
事
に
異
常
な

緊
張
や
時
間
が
か
か
る
事
に
い
や

な
思
い
を
し
て
い
る
。

　
土
佐
市
で
は
、
投
票
入
場
券
の

裏
面
に
宣
誓
書
が
印
刷
さ
れ
て
い

て
、
事
前
に
宣
誓
書
を
書
い
て
参

加
す
る
こ
と
が
出
来
、
又
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
自
治
体
も
あ
る
。
本
市
に
お

い
て
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

出
来
な
い
か
問
う
。

B
　
全
国
で
は
、
既
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
載
せ
て
い
る
市
町
村
も
あ

る
が
、
今
後
、
県
の
選
管
と
協
議

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

野々下 昌文 議員

松浦 英夫 議員

宿
毛
小
学
校
の
移
転
問

題
に
つ
い
て

市
内
の
学
校
施
設
の

耐
震
化
に
つ
い
て

期
日
前
投
票
の
宣
誓
書

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

地
域
懇
談
会
の
開
催

に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
対
策

に
つ
い
て
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て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

　
ま
た
、
課
題
を
抱
え
、
対
策
を

必
要
と
す
る
残
さ
れ
た
地
区
へ
の

取
り
組
み
を
問
う
。

B
　
石
原
地
区
や
西
地
区
に
お
い
て
、

最
低
で
も
週
一
回
、
又
は
週
二
回
、

一
日
三
便
程
度
運
行
し
、
バ
ス
料

金
程
度
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後

タ
ク
シ
ー
会
社
と
協
議
し
て
い
く
。

平
成
二
十
五
年
度
の
経
過
を
踏
ま

え
、
橋
上
地
区
や
栄
喜
地
区
の
住

民
に
と
っ
て
よ
り
使
い
勝
手
の
よ

い
交
通
手
段
を
検
討
し
て
い
く
。

A
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
を
通

じ
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
や
、
交
流
人
口
の
拡
大
等
に

多
大
の
貢
献
を
し
、
宿
毛
市
の
Ｐ

Ｒ
に
も
繋
が
っ
た
。

　
大
会
が
も
た
ら
し
た
、
経
済
効

果
を
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
中
止
と
し
た
理

由
並
び
に
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

B
　
費
用
対
効
果
は
、
都
市
型
の

マ
ラ
ソ
ン
に
比
べ
低
い
が
、
交
流

人
口
の
拡
大
や
経
済
面
や
観
光
面

で
一
定
の
効
果
が
見
ら
れ
た
。
し

か
し
、
実
施
時
期
や
、
運
営
体
制

な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
継
続

し
て
の
開
催
は
困
難
で
あ
る
と
判

断
し
た
。
今
後
は
、
総
合
運
動
公

園
等
充
実
し
た
体
育
施
設
を
有
効

活
用
し
て
新
し
い
種
目
を
検
討
し

て
取
り
組
み
た
い
。

A
　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
産
業
と

し
て
捉
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
取

り
組
み
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
問

う
。

B
　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
こ

と
は
、
市
民
の
健
康
増
進
だ
け
で

は
な
く
、
交
流
人
口
の
増
加
に
よ

る
消
費
の
拡
大
に
も
つ
な
が
り
、

宿
毛
市
に
と
っ
て
大
変
経
済
効
果

が
あ
り
、
ま
さ
に
産
業
と
し
て
の

効
果
は
大
き
く
、
人
と
人
の
交
流

が
は
じ
ま
り
、
す
ば
ら
し
い
地
域

づ
く
り
に
結
び
つ
く
と
考
え
て
い

る
。

A
　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
積
極
的

に
推
進
し
、
取
り
組
み
を
強
化
す

る
為
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
仮
称
）

を
検
討
す
る
用
意
は
な
い
か
問
う
。

B
　
市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
団
体

の
協
力
を
得
な
が
ら
積
極
的
、
効

率
的
に
推
進
し
て
い
く
中
で
、
教

育
委
員
会
と
も
協
議
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

A
　
事
業
内
容
と
事
業
の
進
行
計

画
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
所
に
よ
っ
て
年
間
四
、

五
〇
〇
万
kw
の
発
電
を
行
う
。
燃

料
使
用
量
は
木
材
チ
ッ
プ
八
万
八

千
ト
ン
と
な
る
ほ
か
、
木
質
ペ
レ

ッ
ト
年
間
五
千
ト
ン
の
生
産
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
五
年

七
月
に
着
工
し
、
二
十
六
年
九
月

に
ペ
レ
ッ
ト
工
場
、
同
年
十
二
月

に
発
電
所
の
竣
工
を
予
定
し
て
い

る
。

A
　
地
域
の
産
業
や
雇
用
へ
の
波

及
効
果
は
ど
の
よ
う
に
想
定
し
て

い
る
か
。

B
　
事
業
者
、
林
業
関
係
者
、
そ

の
他
森
林
整
備
や
運
送
な
ど
の
間

接
的
効
果
を
含
め
て
、
幡
多
地
域

全
体
で
年
間
一
三
億
円
か
ら
二
〇

億
円
程
度
。
工
場
そ
の
も
の
の
雇

用
が
二
〇
名
程
度
。
原
料
の
調
達
、

加
工
部
門
で
少
な
く
と
も
五
〇
名

以
上
の
雇
用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

A
　
環
境
、
交
通
な
ど
へ
の
影
響

に
つ
い
て
問
う
。

B
　
大
分
県
日
田
市
で
の
視
察
で

は
、
排
水
や
煙
の
問
題
も
含
め
、
発

電
の
施
設
に
よ
る
振
動
、
粉
じ
ん

な
ら
び
に
騒
音
な
ど
の
影
響
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。
交
通
に
つ
い

て
も
周
辺
地
域
へ
の
大
き
な
影
響

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
こ
の
事
業
の
最
終
的
な
原
料

と
な
る
二
種
類
の
チ
ッ
プ
の
製
造

と
供
給
は
ど
の
よ
う
な
組
織
が
担

当
す
る
の
か
。

B
　
ペ
レ
ッ
ト
用
の
チ
ッ
プ
は
工

場
内
で
製
造
し
、
発
電
燃
料
と
な

る
チ
ッ
プ
は
チ
ッ
プ
製
造
会
社
か

ら
購
入
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

A
　
宿
毛
市
の
支
援
体
制
に
つ
い

て
問
う
。

B
　
幡
多
の
林
業
に
関
係
す
る
国
、

県
、
各
市
町
村
、
森
林
組
合
、
協

議
会
等
の
関
係
機
関
と
協
議
す
る

な
か
で
、
幡
多
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
推
進
し
て
い
け
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
。

A
　
宿
毛
小
学
校
の
再
建
に
関
し

て
高
台
、
現
在
地
い
ず
れ
を
採
用

す
る
に
し
て
も
条
件
が
つ
い
て
く

る
。

　
宿
毛
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
、
高
台
の
造
成
が

終
わ
る
ま
で
八
年
待
て
、
一
〇
年

待
て
、
あ
る
い
は
い
つ
ま
で
か
か

る
か
分
か
ら
な
い
が
、
可
能
な
範

囲
で
行
う
か
ら
、
耐
震
化
し
た
現

校
舎
で
待
っ
て
く
れ
と
言
う
の
か

問
う
。

B
　
市
政
を
預
か
る
自
分
と
し
て

は
、
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
に
高

台
が
整
備
で
き
る
ま
で
待
っ
て
く

れ
と
は
言
え
な
い
。
宿
毛
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
現
地
に

建
築
す
る
し
か
な
い
と
考
え
て
い

る
。

A
　
高
台
に
移
転
す
る
ま
で
の
時

間
稼
ぎ
に
本
格
的
な
校
舎
を
建
て

る
つ
も
り
か
。
そ
こ
そ
こ
間
に
合

わ
せ
の
校
舎
で
済
ま
す
つ
も
り
か

問
う
。

山戸　寛 議員

宿
毛
花
へ
ん
ろ

マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

街
づ
く
り
に
つ
い
て

宿
毛
小
学
校
の
再
建

に
つ
い
て

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

と
ペ
レ
ッ
ト
製
造
事
業

に
つ
い
て
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B
　
高
台
を
目
指
す
こ
と
が
基
本

で
あ
る
。
何
年
か
か
る
か
分
か
ら

な
い
が
、
将
来
に
向
け
て
も
用
地

は
確
保
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
し
か
し
、
現
在
地
に
お
い
て
は

仮
校
舎
で
は
な
し
に
、
き
ち
っ
と
、

正
規
の
立
派
な
学
校
を
建
て
た
い
。

A
　
新
た
な
大
月
町
長
が
誕
生
し

た
ら
、
三
原
村
に
も
呼
び
か
け
、
三

市
町
村
長
で
合
併
に
つ
い
て
の
ト

ッ
プ
会
談
を
し
て
は
ど
う
か
。

B
　
三
市
町
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
首

長
が
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
話

し
合
う
こ
と
は
、
非
常
に
必
要
で

あ
る
と
思
う
の
で
、
合
併
協
議
と

は
別
に
し
て
、
こ
の
よ
う
な
連
携

を
す
る
方
向
を
求
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
防
災
対
策
の
取
り
組
み
を
さ

ら
に
強
化
を
す
る
た
め
に
危
機
管

理
課
を
設
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

庁
舎
内
に
つ
く
る
の
か
、
ま
た
、
人

員
構
成
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

問
う
。

B
　
危
機
管
理
課
に
つ
い
て
は
、

防
災
行
政
無
線
等
の
設
備
が
本
庁

舎
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
の
と
こ

ろ
、
庁
舎
内
に
設
置
す
る
予
定
だ
。

現
在
、
建
設
中
の
消
防
庁
舎
に
併

設
さ
れ
る
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
防
災
行

政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
移
行
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
人
員
構
成
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
は
お
答
え
で

き
な
い
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
。

A
　
講
習
料
、
試
験
料
は
半
分
市

が
負
担
す
る
な
ど
、
若
い
職
員
に

資
格
を
と
ら
せ
て
、
市
民
の
負
託

に
応
え
る
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た

宿
毛
市
役
所
を
つ
く
る
考
え
は
な

い
か
問
う
。

B
　
危
険
物
取
扱
責
任
者
な
ど
職

務
上
、
必
要
な
資
格
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
職
務
命
令
に
よ
り
取

得
を
命
じ
て
お
り
、
そ
の
場
合
、
公

費
負
担
で
対
応
し
て
い
る
。

　
市
民
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
職
員
の
専
門
能
力

の
向
上
と
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
し
、
人
づ
く
り
広
域
連
合
で
の

各
種
研
修
や
、
市
町
村
ア
カ
デ
ミ

ー
へ
の
派
遣
研
修
の
受
講
を
通
じ

て
、
職
員
の
自
己
啓
発
及
び
自
主

学
習
の
意
欲
を
喚
起
す
る
と
と
も

に
、
職
員
が
異
動
に
よ
り
変
わ
る

場
合
等
、
職
務
上
、
必
要
と
認
め

ら
れ
る
資
格
や
免
許
取
得
に
つ
い

て
は
、
公
費
負
担
に
よ
る
支
援
を

行
い
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
、
主

体
的
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
職

員
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
る
。

A
　
小
型
の
船
外
機
船
は
、
養
殖

餌
が
生
餌
か
ら
配
合
飼
料
に
な
り
、

水
揚
げ
の
減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
年
々

減
船
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
養
殖
漁
場
に
使
っ
て

な
い
場
所
に
魚
礁
を
設
置
し
、
遠

く
に
行
か
な
く
て
も
、
そ
こ
に
行

け
ば
魚
が
釣
れ
る
仕
組
み
を
つ
く

っ
て
は
ど
う
か
。

B
　
魚
礁
利
用
に
つ
い
て
、
一
定

の
費
用
対
効
果
の
検
証
は
必
要
と

考
え
る
が
、
平
成
十
九
年
度
に
は
、

種
子
島
周
辺
漁
業
対
策
事
業
で
、

沖
の
島
南
方
に
中
層
魚
礁
を
設
置

し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
国
の
事

業
の
利
用
に
つ
い
て
も
考
慮
し
な

が
ら
、
魚
礁
の
設
置
を
含
め
、
漁

協
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
高

齢
化
の
進
む
漁
業
者
へ
の
支
援
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

A
　
宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
を

や
め
る
こ
と
に
対
し
て
、
も
っ
た

い
な
い
と
い
う
声
を
聞
く
。
単
に

や
め
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
種

目
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
種
目
を
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ

ラ
ソ
ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

誕
生
し
た
「
は
な
ち
ゃ
ん
」
は
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
の
か
問
う
。

B
　
宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
実

行
委
員
会
の
中
で
も
、
課
題
を
解

決
し
て
、
何
と
か
継
続
で
き
な
い

か
と
い
っ
た
議
論
も
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
御
意
見
も
踏
ま
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
し
た
結
果
、

今
後
に
つ
い
て
は
、
宿
毛
花
へ
ん

ろ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
実
施
を
見
直

し
て
、
他
の
競
技
を
検
討
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
新
し
い
種
目
に
つ
い
て
は
、
運

動
公
園
の
施
設
を
最
大
限
に
活
用

し
な
が
ら
、
宿
毛
市
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、

一
定
の
時
間
を
か
け
、
持
続
可
能

な
も
の
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕
生
し

た
「
は
な
ち
ゃ
ん
」
に
つ
い
て
は
、

最
近
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ブ
ー
ム
と
も

相
ま
っ
て
、
大
変
か
わ
い
い
と
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
せ
っ
か
く
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
で
、
宿

毛
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し
て
、
今
後

と
も
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

A
　
平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二

十
四
年
度
、
今
現
在
ま
で
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
年
度
別
の
件
数
と
金

額
に
つ
い
て
問
う
。

　
ま
た
、
年
度
別
の
活
用
状
況
並

び
に
今
後
の
活
用
予
定
を
問
う
。

岡闢 利久 議員

浦尻 和伸 議員

市
職
員
の
人
材
育
成

に
つ
い
て

危
機
管
理
課
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

魚
礁
の
設
置
に
つ
い
て

第
五
回
　
宿
毛
花
へ
ん

ろ
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

に
つ
い
て



⑳

B
　
平
成
二
十
年
度
は
七
件
、
八

六
万
円
。
平
成
二
十
一
年
度
は
六

件
、
八
〇
万
二
、〇
〇
〇
円
。
平
成

二
十
二
年
度
は
七
件
、
七
六
万
円
。

平
成
二
十
三
年
度
は
九
件
、
七
二

万
円
。
平
成
二
十
四
年
度
は
三
月

一
日
現
在
で
九
件
、
二
六
九
万
四

七
三
円
で
あ
る
。

　
活
用
状
況
は
、
平
成
二
十
年
度

に
開
催
し
た
第
一
回
宿
毛
花
へ
ん

ろ
マ
ラ
ソ
ン
の
事
業
費
の
一
部
と

し
て
七
五
万
円
を
活
用
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
の
活
用

事
例
は
な
い
が
、
平
成
二
十
五
年

度
は
、
貝
の
放
流
や
、
荒
瀬
山
の

遊
歩
道
の
整
備
に
活
用
す
る
。

A
　
地
域
の
防
災
力
の
底
上
げ
を

図
る
た
め
に
、
各
地
の
自
治
体
も

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
本
腰
を

入
れ
て
お
り
、
高
知
市
に
お
い
て

も
、
平
成
二
十
五
年
度
、
市
民
や

市
職
員
、
教
職
員
が
防
災
士
資
格

を
取
得
す
る
た
め
の
関
連
予
算
等

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
防
災
士
の
資
格
取
得
の
た

め
の
助
成
を
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
問
う
。

B
　
今
の
と
こ
ろ
は
、
防
災
士
の

資
格
取
得
に
対
し
て
の
助
成
等
は

考
え
て
い
な
い
。

　
今
後
、
防
災
士
の
果
た
す
役
割

と
、
宿
毛
市
の
全
体
の
防
災
体
制

の
中
で
、
ど
う
位
置
づ
け
し
、
有

効
に
で
き
る
か
ど
う
か
な
ど
、
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
　
現
在
、
月
曜
日
と
木
曜
日
が

収
集
日
の
地
区
で
は
、
月
曜
日
が

振
替
休
日
に
な
る
こ
と
が
多
く
、

家
庭
ご
み
の
処
分
に
苦
慮
す
る
家

庭
が
多
く
存
在
す
る
。

　
ご
み
問
題
は
、
生
活
に
直
接
関

係
し
た
問
題
で
あ
り
、
早
急
な
対

策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
大
型
連
休
や
年
末
年
始
な
ど

に
は
、
特
別
収
集
の
実
施
や
、
収

集
日
以
外
で
の
各
家
庭
か
ら
の
排

出
は
、
清
掃
公
社
へ
の
直
接
搬
入

な
ど
で
対
応
し
て
い
る
が
、
基
本

的
な
解
決
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
祝
日
収
集
を
実
施
す
れ
ば
、
収

集
業
務
の
予
算
の
増
大
や
、
委
託
事

業
者
と
の
調
整
、
幡
多
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
へ
の
受
入
要
請
の

問
題
等
の
課
題
も
あ
る
が
、
市
民

の
負
担
軽
減
の
た
め
に
必
要
と
考

え
て
お
り
、
早
急
に
検
討
し
た
い
。

A
　
振
興
計
画
及
び
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
は
、
昨
年
の

津
波
の
新
想
定
高
さ
が
、
公
表
さ

れ
た
時
点
で
、
破
綻
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　
特
に
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
は
、
防
災
の
項
目
に
津
波

の
文
言
が
な
い
よ
う
で
あ
り
、
地

域
区
分
と
し
て
、
小
学
校
区
を
重

視
す
る
と
の
記
述
も
、
既
に
一
部

統
廃
合
が
行
わ
れ
、
計
画
論
と
し

て
も
適
正
を
欠
い
て
い
る
と
思
う
。

　
現
在
の
地
震
・
津
波
対
策
は
、

避
難
道
の
整
備
が
中
心
で
、
市
民

の
財
産
を
守
る
こ
と
に
は
手
薄
の

よ
う
に
思
う
。

　
学
校
や
消
防
庁
舎
の
建
設
場
所

の
問
題
な
ど
で
も
、
宿
毛
市
の
全

体
像
が
な
い
と
こ
ろ
に
問
題
の
根

源
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
民

み
ん
な
で
将
来
像
と
し
て
共
有
で

き
る
空
間
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
市
民
の
手
に
よ

る
計
画
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
振
興
計

画
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
市
長
の
ご
所
見
を
問
う
。

B
　
振
興
計
画
は
、
平
成
二
十
三

年
度
を
初
年
度
に
、
十
年
間
の
取

り
組
む
べ
き
基
本
的
な
課
題
と
方

策
を
示
し
た
基
本
構
想
、
並
び
に

平
成
二
十
七
年
を
目
標
年
次
と
し

て
、
中
期
的
な
実
施
目
標
を
、
部

門
ご
と
に
体
系
化
し
、
具
体
的
に

実
現
す
る
手
段
を
示
し
た
基
本
計

画
及
び
実
施
計
画
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　
基
本
計
画
は
、
五
年
ご
と
に
見

直
す
と
し
て
お
り
、
東
日
本
大
震

災
以
降
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る

社
会
情
勢
等
も
勘
案
す
る
中
で
、

必
要
な
も
の
は
、
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
。

　
今
後
は
、
高
知
県
の
策
定
す
る

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

や
、
宿
毛
市
振
興
計
画
、
地
域
防

災
計
画
等
、
他
の
計
画
と
整
合
性

を
と
る
中
で
、
地
域
の
実
情
に
合

っ
た
計
画
の
見
直
し
に
取
り
組
み

た
い
。

A
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
私

も
度
々
議
会
で
提
起
し
て
き
た
が
、

や
っ
と
当
市
で
発
電
と
ペ
レ
ッ
ト

生
産
の
事
業
を
開
始
す
る
朗
報
が

あ
っ
た
。
地
元
で
の
ペ
レ
ッ
ト
活

用
、
原
木
確
保
な
ど
市
の
支
援
策

を
聞
く
。

B
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と
木

質
ペ
レ
ッ
ト
生
産
に
活
用
す
る
木

材
の
確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

生
産
さ
れ
る
ペ
レ
ッ
ト
は
市
内
の

ハ
ウ
ス
園
芸
、
公
共
施
設
の
暖
房

な
ど
の
利
用
促
進
に
取
り
組
む
。

A
　
生
活
保
護
基
準
額
の
大
幅
引

き
下
げ
は
、
生
活
保
護
受
給
者
の

生
活
困
難
は
も
と
よ
り
、
最
低
賃

金
、
就
学
援
助
、
非
課
税
額
、
国
保

税
等
の
決
定
に
連
動
し
市
民
生
活

を
悪
化
さ
せ
る
。
基
準
額
を
引
き

下
げ
な
い
取
り
組
み
を
求
め
る
。

B
　
生
活
保
護
受
給
者
が
生
活
に

困
窮
す
る
よ
う
な
保
護
費
の
切
り

下
げ
で
あ
れ
ば
賛
同
で
き
な
い
が
、

今
後
市
長
会
と
足
並
み
を
揃
え
て

山上 庄一 議員

浅木　敏 議員

防
災
士
に
つ
い
て

振
替
休
日
の
ご
み
収
集

に
つ
い
て

循
環
型
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
に
つ
い
て

生
活
保
護
行
政

に
つ
い
て

振
興
計
画
及
び
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
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い
き
た
い
。
広
報
で
の
制
度
周
知

は
内
部
で
検
討
す
る
。

A
　
海
上
自
衛
隊
の
潜
水
艦
部
隊

と
掃
海
部
隊
を
宿
毛
湾
港
へ
誘
致

す
る
動
き
を
市
長
は
い
つ
知
っ
た

か
。
漁
業
に
も
甚
大
な
被
害
が
危

惧
さ
れ
る
潜
水
艦
の
入
港
、
宿
毛

湾
港
を
軍
港
化
さ
せ
な
い
た
め
の

市
長
の
方
策
を
聞
く
。

B
　
昨
年
十
月
に
宿
毛
商
工
会
議

所
の
田
村
会
頭
と
と
も
に
海
上
自

衛
艦
の
宿
毛
湾
港
へ
の
寄
港
促
進

の
要
請
の
た
め
に
防
衛
省
を
訪
問

し
た
際
、
会
頭
よ
り
初
め
て
内
容

を
拝
聴
し
た
。
海
上
自
衛
隊
誘
致

は
天
然
の
良
港
で
あ
る
宿
毛
湾
の

有
効
活
用
で
あ
り
、
漁
業
に
影
響

が
あ
る
な
ら
ば
漁
業
者
が
賛
同
し

な
い
だ
ろ
う
。

A
　
宿
毛
小
学
校
を
現
小
学
校
敷

地
へ
建
て
、
高
台
の
造
成
後
に
建

て
直
す
と
言
う
が
、
市
の
財
政
上

不
可
能
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
文

部
科
学
省
の
指
示
ど
お
り
、
平
成

二
〇
一
五
年
度
ま
で
に
宿
毛
小
と

松
田
川
小
を
含
め
全
校
耐
震
化
す

べ
き
だ
。

B
　
宿
毛
小
学
校
を
二
回
建
て
る

こ
と
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
他

の
小
学
校
や
保
育
園
な
ど
の
状
況

も
含
め
て
判
断
し
た
い
。
宿
毛
小

と
松
田
川
小
は
統
合
す
る
の
で
、
宿

毛
小
改
築
に
よ
っ
て
耐
震
化
に
対

応
し
た
い
。

A
　
学
校
で
教
師
が
行
う
暴
力
は

な
ぜ
「
体
罰
」
と
言
う
の
か
。
宿

毛
市
教
委
は
暴
力
の
合
理
化
を
認

め
な
い
意
識
づ
く
り
を
ど
う
進
め

る
の
か
。
ま
た
、
暴
力
を
振
る
っ

た
教
師
は
自
身
に
申
告
さ
せ
て
は

ど
う
か
。

B
　
体
罰
と
言
う
言
葉
は
、
浅
木

議
員
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
学
校

等
教
育
関
係
組
織
の
中
で
し
か
使

わ
れ
て
い
な
い
。
体
罰
を
し
た
当

事
者
の
先
生
が
直
ち
に
校
長
等
管

理
職
に
報
告
す
る
シ
ス
テ
ム
が
宿

毛
市
内
の
学
校
に
は
行
き
届
い
て

い
る
。

A
　
街
区
に
お
い
て
、
災
害
時
に

お
け
る
高
台
や
学
校
へ
の
避
難
経

路
、
幹
線
経
路
は
、
現
在
、
一
部

区
間
に
お
い
て
非
常
に
狭
く
、
有

事
の
際
、
非
常
に
支
障
が
出
る
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
が
、
見

解
を
問
う
。

B
　
市
街
地
エ
リ
ア
の
人
口
は
、

約
二
、五
〇
〇
人
で
高
齢
化
率
も
宿

毛
市
の
平
均
値
と
比
較
し
て
、
五

％
高
い
状
況
で
あ
る
。

　
宿
毛
小
学
校
か
ら
沖
須
賀
地
区

へ
至
る
桜
町
沖
須
賀
線
は
、
一
部

区
間
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
が
非
常
に

狭
い
た
め
、
歩
行
者
と
車
両
の
通

行
時
な
ど
は
危
険
な
状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
道
路
は
市
道
で
あ

る
同
時
に
都
市
計
画
街
路
と
し
て

も
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
市
街

地
の
重
要
幹
線
で
あ
る
。

　
事
業
の
妥
当
性
を
再
度
検
証
し
、

整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
図
っ

て
参
り
た
い
。

A
　
桜
町
沖
須
賀
線
で
は
、
少
し

大
き
な
地
震
が
来
た
ら
崩
壊
す
る

恐
れ
の
あ
る
家
屋
が
本
町
か
ら
真

丁
の
間
に
何
軒
か
あ
り
、
ま
た
、
真

丁
ア
ー
ケ
ー
ド
街
も
同
様
の
状
況

で
あ
る
が
、
見
解
を
問
う
。

B
　
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
行
く
中

で
、
そ
の
事
業
の
妥
当
性
を
再
度

検
証
し
て
、
整
備
に
向
け
た
取
り

組
み
を
実
施
し
た
い
。

A
　
避
難
道
へ
の
看
板
、
誘
導
灯

の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
街
の
中
に
お
い
て
も
、
具
体

的
な
要
望
等
が
あ
っ
た
ら
、
き
ち

ん
と
検
討
し
て
、
設
置
す
べ
き
も

の
は
し
て
い
く
。

A
　
昨
年
十
二
月
定
例
会
で
、
宮

本
議
員
が
市
街
地
の
町
名
を
旧
町

名
に
復
活
で
き
な
い
か
と
の
質
問

を
し
た
が
、
私
も
同
じ
思
い
で
質

問
す
る
。

　
「
中
央
」
に
変
わ
り
一
六
年
が
経

過
し
て
い
る
が
、
中
央
何
丁
目
と

言
わ
れ
て
も
分
か
り
か
ね
る
。
一

番
よ
い
例
が
、
街
区
の
人
達
が
選

挙
で
市
役
所
の
投
票
所
に
行
っ
て
、

中
央
の
だ
れ
そ
れ
と
氏
名
を
言
っ

て
も
、「
中
央
何
丁
目
で
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。
旧
町
名
で
言
っ
て
下
さ

い
」
と
言
わ
れ
る
の
が
実
情
で
あ

り
、
で
き
得
れ
ば
、
も
う
一
度
、
旧

町
名
を
復
活
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
う
が
見
解
を
問
う
。

B
　
街
区
の
二
人
の
議
員
よ
り
こ

の
様
な
意
見
、
提
言
が
出
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
。

　
今
後
は
、
関
係
住
民
の
御
意
見

の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
中
心

市
街
地
活
性
協
議
会
等
よ
り
広
い

枠
の
中
で
議
論
で
き
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

A
　
高
知
県
と
し
て
は
、
集
落
活

饌田 陸紀 議員

寺田 公一 議員

宿
毛
湾
港
の
海
上
自
衛

隊
基
地
化
に
つ
い
て

校
舎
の
改
築
と
耐
震
化

に
つ
い
て

学
校
教
育
に
お
け
る

暴
力
の
一
掃
に
つ
い
て

街
区
の
住
居
表
示

に
つ
い
て

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

一
次
避
難
所
に
な
り
う

る
学
校
へ
の
避
難
道
路

桜
町
沖
須
賀
線
の
整
備

に
つ
い
て



澤

　
時
な
ら
ぬ
寒
の
も
ど
り
に
震

え
上
が
る
日
が
あ
っ
た
か
と
思

う
と
、
強
い
日
差
し
に
汗
を
ぬ

ぐ
う
。
春
の
名
残
り
は
日
々
に

薄
れ
て
、
山
々
は
い
つ
と
も
知

れ
ず
初
夏
の
色
ど
り
を
加
え
つ

つ
あ
る
今
日
こ
の
頃
、
皆
様
お

元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝

察
い
た
し
ま
す
。
　

　
三
月
議
会
は
、
一
一
名
が
一

般
質
問
を
行
っ
た
ほ
か
、
議
案

審
議
と
議
会
決
議
、
皆
様
か
ら

の
陳
情
・
請
願
の
採
否
な
ど
、

議
員
同
士
、
活
発
な
や
り
取
り

の
展
開
さ
れ
る
、
白
熱
し
た
議

会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
「
議

会
だ
よ
り
」
の
限
ら
れ
た
紙
面

で
は
、
そ
の
一
部
し
か
お
伝
え

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
を

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
五
月
か
ら
は
議
会
基
本
条
例

の
制
定
に
向
け
た
検
討
を
含
め
て
、

当
市
議
会
と
し
て
も
、
さ
ら
な

る
改
革
の
歩
み
を
深
め
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
期
待
に
そ

え
る
よ
う
、
議
員
一
同
、
ま
す

ま
す
の
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

〈
編
集
委
員
〉

蘢

山
　
戸
　
　
　
寛

蘢

岡
　
闢
　
利
　
久

蘢

松
　
浦
　
英
　
夫

蘢

寺
　
田
　
公
　
一

蘢

宮
　
本
　
有
　
二

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　
平
成
二
十
五
年
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の
人
事
議
案
を
全
会

一
致
を
も
っ
て
同
意
し
ま
し
た
。

○
監
査
委
員
の
選
任

　
　
　
　
　
美
　

濃
　

部
　
　
勇
　
氏
（
新
任
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　
　
　
　
　
山
　
下
　
博
　
文
　
氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　
佐
　
田
　
忠
　
孝
　
氏
（
再
任
）

動
セ
ン
タ
ー
を
県
内
一
三
〇
箇
所

程
度
整
備
す
る
計
画
が
あ
る
が
、

宿
毛
市
の
取
り
組
み
を
問
う
。

B
　
中
山
間
地
域
対
策
の
取
り
組

み
の
大
き
な
柱
と
し
て
、
平
成
二

十
四
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、生
活
、

福
祉
、
産
業
、
防
災
な
ど
の
活
動

に
つ
い
て
、
地
域
の
課
題
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
、
集
落
の
維
持
、
再

生
の
た
め
に
、
総
合
的
に
地
域
で

取
り
組
む
事
業
で
あ
る
。

　
セ
ン
タ
ー
の
継
続
的
、
効
果
的

な
運
営
を
行
っ
て
い
く
う
え
で
、

運
営
す
る
組
織
が
存
在
す
る
こ
と

が
要
件
と
し
て
あ
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
本
事
業
へ
の
要
望
は
な
い
が
、

今
後
も
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
、

各
種
の
情
報
提
供
を
行
い
、
地
域

の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

A
　
宿
毛
市
は
校
区
制
に
つ
い
て

ゆ
る
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

教
育
委
員
会
の
見
解
を
聞
く
。

B
　
児
童
生
徒
の
校
区
外
通
学
に

つ
い
て
は
、
居
住
地
域
ご
と
に
定

め
た
学
校
に
就
学
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
原
則
と
し
な
が
ら
、
平
成

九
年
一
月
に
文
部
科
学
省
か
ら
示

さ
れ
た
、
通
学
指
定
校
変
更
の
弾

力
的
運
用
に
関
す
る
通
知
に
よ
っ

て
、
指
定
校
変
更
の
要
件
を
定
め

て
、
で
き
る
限
り
保
護
者
や
児
童

生
徒
の
実
情
に
応
じ
た
配
慮
を
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
な
お
、
指
定
校
変
更
の
要
件
に

つ
い
て
は
、
幡
多
市
町
村
教
育
委

員
会
連
合
会
に
よ
り
、
幡
多
地
域

で
統
一
し
た
取
り
扱
い
を
行
っ
て

い
る
。

A
　
宿
毛
小
学
校
の
耐
震
化
に
つ

い
て
、
一
次
診
断
以
降
何
の
調
査

も
せ
ず
、
印
象
論
だ
け
で
建
て
か

え
し
か
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
判
断
材
料
を
示
す
べ

き
だ
。

B
　
建
築
後
五
〇
年
を
経
過
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
倒
壊
防
止
の
対

策
だ
け
で
は
、
南
海
地
震
の
揺
れ

か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
担

保
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
二
次
診
断
や

耐
力
度
調
査
は
し
て
い
な
い
が
、

学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
中

で
、
技
師
も
含
め
た
詳
細
な
調
査

を
し
た
結
果
で
、
非
常
に
厳
し
い

と
判
断
し
た
。

　
参
考
と
し
た
資
料
に
つ
い
て
は

提
出
す
る
。

A
　
高
台
適
地
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、
市
民
や
保
護
者
に
説
明

を
行
い
、
議
会
の
意
見
を
伺
う
中

で
、
最
終
的
に
場
所
を
決
定
し
た

予
算
を
提
案
す
る
と
い
っ
て
い
た

が
、
市
民
・
保
護
者
に
対
し
て
の
、

説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

B
　
適
地
調
査
の
結
果
が
出
て
か

ら
の
話
と
し
て
判
断
し
て
い
た
の
で
、

意
見
を
聞
く
場
を
構
え
て
い
な
か

っ
た
。

　
適
地
調
査
が
今
年
に
な
り
、
庁

内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
協

議
を
し
、
議
会
、
保
護
者
に
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
結
果

的
に
、
説
明
が
不
十
分
だ
っ
た
。

　
反
省
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
、

一
生
懸
命
説
明
し
た
内
容
も
含
め

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

い
て
い
く
方
向
の
中
で
進
め
て
い

き
た
い
。

●議会を傍聴しませんか…
　本議会の傍聴は、どなたでもできます。

　次 の 定 例 会 は６月 上 旬 の 予 定 で す。

詳しくは、議会事務局までお問い合わせく

ださい。（蕁６３－２９０７）

　なお、委員会の傍聴をご希望の方は事前

に議会事務局までお申し出ください。

〜
編
集
後
記
〜

▼

人

 

事

 

案

 

件

▲

教
育
行
政
に
つ
い
て
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日
本
年
金
機
構

幡
多
年
金
事
務
所
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

日
 

時

　
５
月

２１
日

（火）

　
１０
時
〜

１５
時（
昼
休
み
を
除
く
）

場
　
所
　
宿
毛
市
役
所

受
　
付
　
市
民
課
年
金
係

受
付
時
間
　
８
時

３０
分
〜

※
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で

す
。
事
前
に
年
金
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

・
定
期
便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送

ら
れ
て
き
た
書
類
一
式

・
認
め
印

※
代
理
の
場
合
は
委
任
状
（
家

族
で
あ
っ
て
も
必
要
で
す
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
年
金
係
に
お
問
い
合
わ

せ
の
上
、
事
前
に
ご
準
備
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理
人
の

本
人
確
認
で
き
る
も
の（
免

許
証
な
ど
）
も
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
市
民
課
年
金
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

耐
震
対
策
の
支
援
に
つ
い
て

　
南
海
地
震
は
、
強
い
揺
れ
が
長

時
間
続
く
と
い
わ
れ
て
お
り
、
地

震
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
揺

れ
が
治
ま
る
ま
で
倒
壊
し
な
い
建

物
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
安

全
対
策
が
必
要
な
場
合
は
、
次
の

支
援
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

住
宅
耐
震
診
断
費
の
助
成

　
耐
震
診
断
に
よ
り
建
物
が
地
震

に
対
し
て
安
全
か
ど
う
か
調
査
し
、

判
定
を
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
住
宅

昭
和

５６
年
５
月

３１
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
２
階
建
て
以
下
の
住

宅
●
費
用

　
個
人
負
担
金
　
３
千
円

●
診
断
方
法

診
断
士
が
住
宅
を
訪
問
し
、
間

取
り
の
確
認
、
床
下
や
天
井
裏

の
点
検
口
か
ら
内
部
を
直
接
見

て
調
べ
ま
す
。
壁
や
天
井
を
壊

す
よ
う
な
調
査
は
し
ま
せ
ん
。

※
非
木
造
住
宅
（
鉄
骨
造
な
ど
）

の
耐
震
診
断
に
対
し
て
も
、
補

助
事
業
（
１
戸
あ
た
り
上
限
３

万
円
〜
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

住
宅
耐
震
改
修
設
計
費
お
よ
び

耐
震
改
修
工
事
費
の
助
成
な
ど

　
耐
震
診
断
実
施
後
、
診
断
基
準

を
満
た
す
耐
震
改
修
を
行
っ
た
場

合
、
次
の
補
助
金
制
度
や
優
遇
措

置
が
適
用
で
き
ま
す
。

●
住
宅
耐
震
改
修
設
計
費
補
助
事

業
　
１
戸
あ
た
り
上
限

２０
万
円

●
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
事

業
　
１
戸
あ
た
り
上
限

９０
万
円

●
耐
震
改
修
促
進
税
制

・
所
得
税
額
の
特
別
控
除
（
上
限

２０
万
円
の
所
得
税
額
の
控
除
）

・
固
定
資
産
税
額
の
減
額
措
置

　（
一
定
期
間
２
分
の
１
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
対
策
の
助
成

　　
耐
震
対
策
と
し
て
、
避
難
路
な

ど
に
面
し
て
い
る
危
険
性
の
高
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤

去
ま
た
は
安
全
な
塀
へ
改
修
す
る

場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

●
補
助
限
度
額

　
２０
万
円
／
件

（
補
助
対
象
経
費
が

２０
万
円
に

満
た
な
い
場
合
は
、
そ
の
額

と
な
り
ま
す
）

●
申
込
方
法

　
詳
細
に
つ
い
て
は
危
機
管
理
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
申
込
書
は
市
役
所
総
務
課
、
各

支
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
宿
毛

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
・

繰
り
下
げ

《
繰
り
上
げ
支
給
》

　
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年

齢
は
原
則
と
し
て

６５
歳
で
す
が
、
希

望
す
れ
ば

６５
歳
前
に
繰
り
上
げ
て

減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
支
給
を

繰
り
上
げ
た
場
合
、
生
涯
減
額
さ

れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
、
障
害

基
礎
年
金
を
請
求
で
き
な
く
な
る

こ
と
な
ど
、
注
意
が
必
要
で
す
。（
減

額
率
は
、
最
大
で

３０
％
）

《
繰
り
下
げ
支
給
》

　
６６
歳
以
降
に
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
始
め
る
繰
り
下
げ
の
場
合
は
、

年
金
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

遺
族
年
金
等
の
受
給
権
が
あ
る
場

合
は
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。（
増
額

率
は
１
月
で
０
・
７
％
、
最
大

４２
％
）

　
な
お
、
繰
り
下
げ
し
た
場
合
、
老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
ま
で
は

振
替
加
算
も
支
給
停
止
に
な
り
ま

す
の
で
、
振
替
加
算
が
多
い
方
は

不
利
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
幡
多
年
金
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た
い

方
に
お
す
す
め
で
す
！
『
付
加

保
険
料
』

　
定
額
の
保
険
料
に
月
額
４
０
０

円
の
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て

納
め
る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
加
わ
り
ま
す
。

付
加
年
金
は
「
２
０
０
円
×
納
付

月
数
」
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

※
２
年
以
上
受
給
す
る
と
、
支
払

っ
た
付
加
保
険
料
以
上
の
付
加

年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
の
で
、

お
得
で
す
。

　
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
た
月
分
か
ら
と

な
り
、
定
額
保
険
料
（
月
額
１
５
、

０
４
０
円
）
を
納
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

国
民
年
金
基
金
へ
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
保
険
料
納
付
を
ご
希
望
の

方
は
、
幡
多
年
金
事
務
所
ま
た
は

市
民
課
年
金
係
へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
日
本
年
金
機
構

　
幡
多
年
金
事
務
所

（
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１
６
）

防災コーナー 【問い合わせ先】　危機管理課　蕁６３―０９５１
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6月

7月

8月

9月

10月

高知県中学校通信陸上競技大会

宿毛市クリーンデー

さわやか杯少年サッカー大会

宿毛市子ども会ソフトボール大会

寒蘭展示大会新芽会

笹平キャンプ場びらき

部落差別をなくする運動強調旬間行事
　（人権講演会、人権啓発パレード）

宿毛少年柔道錬成大会

宿毛市長杯少年ビーチサッカー大会

スカッシュバレーボール大会

ミニバスケットボール
　SUKUMO SUMMER CUP 2013

夏のアドベンチャーカヌー in 松田川

宿毛市長杯少年サッカー大会

市長杯ミニバスケットボール大会

子ども将棋教室

宿毛遊々サッカーフェスティバル

ぷれーらーん科学塾 2013

宿毛市人権教育研究大会

社会人サッカー大会

だるま夕日宿毛カップ
　小学生陸上競技大会

高知県高等学校バスケットボール
　夏季選手権大会

宿毛ＦＣ少年サッカー夏季大会

幡多陸上競技選手権大会

高知県高等学校男女ソフトボール
　夏季大会（宿毛大会）

金婚夫婦祝福式典

県下一斉震災対策訓練

幡多球技大会
　ミックスバレーボール大会

スカッシュバレーボール大会

高知県高等学校
　新人陸上競技対抗選手権大会

バドミントン大会

宿毛市シルバー芸能大会

企画展「四季を描く」

宿毛市・大月町中学校陸上大会

幡多地区中学校新人野球大会 兼
　県中学校新人野球大会幡多地区予選

宿毛市・大月町中学校駅伝大会

四国西南高校バレーボール大会

「直七の日」記念行事

宿毛市老人体育大会

宿毛市美術展開会

1（土）

2（日）

08（土）～09（日）
15（土）～16（日）

29（土）～30（日）

30（日）

中 旬

6（土）

7（日）

14（日）

21（日）

27（土）～
28（日）

28（日）

3（土）～
4（日）

5（月）～07（水）

5（月）～10（土）

10（土）

11（日）

17（土）

24（土）～
25（日）

31（土）

31（土）～
9月1（日）

1（日）

8（日）

14（土）～
15（日）

15（日）

19（木）

23（月）

25（水）

28（土）～
29（日）

5（土）

6（日）

7（月）

9（水）

11（金）

10月

11月

12月

1月

2月

3月

幡多地区中学校陸上競技大会

市民祭宿毛まつり

宿毛市・大月町小学校陸上大会

オールドパワー文化展・女のまつり

幡多地区中学校駅伝大会

外へ飛び出せ運動会

四国大学サッカーリーグ

ねんりんピックよさこい高知 2013
　剣道交流大会

高知県戦没者追悼式

ＮＨＫのど自慢

宿毛市子ども会ソフトボール大会

宿毛市戦没者追悼式

寒蘭展示大会・表彰式

川柳大会

宿毛市中学校音楽祭

宿毛市小学校音楽祭

高知くろしおシニアサッカー大会
　イン宿毛

俳句大会

1st SUKUMO Industrial Festival
　宿毛の産業と高知西南特産品まつり

人権フェスティバル

子ども陶芸教室

高知県春季中学校選抜野球大会
　予選会

宿毛ＦＣ杯 少年サッカー冬季大会
　3年生以下の部

ものづくり教室（門松・たこ）

一条杯卓球大会

宿毛ＦＣ杯 少年サッカー冬季大会
　5年生以下の部

宿毛市成人式

消防出初式

幡西卓球大会

宿毛市囲碁・将棋名人戦

高知県中学校女子
　バレーボール新人選手権大会

芸能発表会

宿毛花へんろウォーク
　with だるま夕日ウォッチング

中学校バレーボール宿毛大会

早春健全ジュニア駅伝大会

じゃんじゃんカップ少年サッカー大会

社会人ミックスバレーボール大会

12（土）

12（土）～
14（月）

16（水）

18（金）～
20（日）

19（土）

20（日）

27（日）

27（日）～
28（月）

1（金）

3（日）

6（水）

9（土）～10（日）

10（日）

14（木）

15（金）

16（土）～
17（日）

17（日）

7（土）

7（土）～
8（日）

14（土）～
15（日）

15（日）

21（土）～
22（日）

3（金）

5（日）

12（日）

18（土）～
19（日）

19（日）

2（日）

8（土）

11（火）

22（土）～23（日）

23（日）

開　催　日 行　　　　　　事 開　催　日 行　　　　　　事

※現時点での予定ですので、確定したものではありません。

今後の主な行事予定（6月～3月）
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8
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・
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・
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・
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・
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・
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市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

5
※お昼休みも納付できます。

26（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

5
9（木）
23（木）

納
期
限

（金）

軽自動車税 全期

固定資産税 1期 5
31

5
31

自動車税の納付について

　自動車税の納期限は５月３１日（金）となってお
ります。納付は、銀行、郵便局、農協などの金
融機関に加え、コンビニエンスストアでも可能
となっていますので、ご利用ください。

【問い合わせ先】
　高知県幡多県税事務所
　蕁０８８０－３５－５９７２

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い合わせ先

1（水）

4（土）

5（日）

9（木）

10（金）

11（土）

11（土）～12（日）

12（日）

13（月）

18（土）

19（日）

20（月）

21（火）

23（木）

25（土）

26（日）

29（水）

1（土）

第16回 桜墨会サークル展（～6日）

第１回 宿毛「チヌ」パラダイスカップ予選大会②

幡西卓球大会

防災・防犯・交通安全フェア

夜間市税納付窓口開設日

宿毛市議会臨時会

献　　血

第18回 宿毛カップ少年サッカー大会

第57回 高松宮賜杯2部幡多予選（軟式野球）

第25回 高知県ミニバスケットボール春季大会

ふれあい保育

宿毛市・大月町中学校球技大会

バレー、卓球、サッカー

ソフトテニス

野球（～19日）

第１回 幡多地区陸上競技講習会（小学生の部）

宿毛市体育協会 社会人ミックスバレーボール大会

新港産直市

あいさつ・声かけ運動日

育児相談

ふれあい保育

行政相談「定例相談日」

年金出張相談

夜間市税納付窓口開設日

第11回 宿毛招待中学校相撲大会

消防庁舎・宿毛市防災センター落成式

宿毛市体育協会 バドミントン大会

休日市税納付窓口開設日

チャレンジデー

食育イベント「生き！生き！食ルート」

中央公民館　蕁63－2618

譖宿毛市観光協会 蕁63－0801

総合運動公園　蕁66－1467

㈱パルティ・フジ宿毛
蕁63－0100

税　務　課　蕁63－1115

議会事務局　蕁63－2907

保健介護課　蕁63－1113

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

各保育園

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

産業振興課　蕁63－1117

青少年育成センター 蕁63－4197

宿毛幼稚園　蕁63－2914

松 岡 陽 一　蕁66－0110
福 田 延 冶　蕁67－1778

市　民　課　蕁63－1112

税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛消防署　蕁63－0119

総合運動公園　蕁66－1467

税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛市職員労働組合事務所
蕁63－4578

宿毛文教センター

藻津漁港（集合）

宿毛市総合運動公園

パルティ・フジ宿毛

市役所 税務課

市役所 議事堂

パルティ・フジ宿毛

宿毛市総合運動公園

宿毛市野球場

宿毛市総合運動公園

市内 各保育園

宿毛市総合運動公園

男子－平田公園
女子－東中学校

宿毛市野球場

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園

すくも８４マリンターミナル

市内全域

宿毛幼稚園

宿毛文教センター
宿毛市役所東部支所

市役所（市民課で受付）

市役所 税務課

宿毛市和田体育館（相撲場）

消防庁舎・宿毛市防災センター

宿毛市総合運動公園

市役所 税務課

市内全域

宿毛文教センター

9:00

5:00

8:30

10:00

17:15

10:00

9:00

12:30

9:00

8:00

9:00

9:30

9:00

9:00

9:00

9:00

9:00

10:00

13:00

10:00

17:15

9:00

10:00

9:00

9:00

0:00

13:00
6月

平成25年　５月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表
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認知症は、早期発見ができれば症状の進行を

かなりおさえることができます。

認知症の早期発見の大切さ

●思いあたること、ありませんか？

心の健康相談のお知らせ

もの忘れがひどい

■いま切ったばかりなのに電話の相手の名前を忘れる

■同じことを何度も言う・問う・する

■しまい置き忘れが増え、いつも探しものをしている

■財布・通帳・衣類などを盗まれたと人を疑う

判断・理解力が衰える

■料理・片付け・計算・運転などのミスが多くなった

■新しいことが覚えられない

■話のつじつまが合わない

■テレビ番組の内容が理解できなくなった

場所・時間がわからない

■約束の日時や場所を間違えるようになった

■慣れた道でも迷うことがある

人柄が変わる

■些細なことで怒りっぽくなった

■周りへの気づかいがなくなり頑固になった

■自分の失敗を人のせいにする

■「このごろ様子がおかしい」と周囲から言われた

不安感が強い

■１人になると怖がったり寂しがったりする

■外出時、持ち物を何度も確かめる

■「頭が変になった」と本人が訴える

意欲がなくなる

■下着をかえず、身だしなみを構わなくなった

■趣味や好きなテレビ番組に興味を示さなくなった

■ふさぎ込んで何をするのもおっくうがり、嫌がる

　認知症はその介護で家族の負担が非常に重くなる病です。早期発見は本人のためだけでなく、家族のために

も非常に重要です。日常の暮らしの中で上記のいくつかに思いあたることがあれば、最寄りのお医者さんや、

地域包括支援センターに相談しましょう。また、平成２４年度より“認知症の人と家族の会幡多家族の会”が

宿毛でも２か月に１回開催されています。認知症の方を介護している家族が集い、日々の介護の戸惑いや悩み、

喜びなど互いの思いを分かち合い、認め合い、学び合い、みなさんと交流を深めていく会です。お気軽にご参

加ください。

地域包括支援センター

　蕁６５－８８５５

認知症の人と家族の会幡多家族の会

・世話人代表　小島正子　

　蕁６６－０２０８

・宿毛市社会福祉協議会

　蕁６５－７６６５

【相談窓口】

　保健介護課健康指導係

　蕁６３－１１１３

　幡多福祉保健所健康障害課

　精神保健福祉担当

　蕁０８８０－３４－５１２４（直通）

　保健師による電話相談・面接相談は随時お受け

しています。

　保健所では、相談される内容によって、精神科

嘱託医の相談も行っています。
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6 月 の 保 健 事 業 【申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

21（金） 19：00～19：30宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

4（火）
13（木）
18（火）
27（木）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
す く す く ひ ろ ば
宿毛東部農村環境改善センター
西 町 公 会 堂

場 　 所 受 付 時 間日

［子宮頸がん検診］

13（木）

19：00～10：00
10：30～11：30
13：30～14：30
15：00～16：00

宿毛東部農村環境改善センター
幡 多 健 診 セ ン タ ー
宿毛市総合社会福祉センター
宿 毛 文 教 セ ン タ ー

母子保健

成人保健

各種健診はどこの場所でも受けることができます。
●平成25年度実施の健康診査などの申し込みをされていない
方は、実施日までに早めに保健介護課までお申し込みください。

●特定健康診査については、医療保険者発行の受診券と保険
証が必要です。持参してないと健診が受けられませんので
ご注意ください。

健康相談はどこの場所でも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした
簡単な体操を実施しますので、健康手帳を持参してください。

場 　 所 実 施 時 間日
3（月）
5（水）
7（金）
10（月）
12（水）
13（木）
17（月）

27（木）

28（金）

19：30～11：00
19：30～11：00
18：30～11：00
13：30～15：00
19：30～11：00
10：00～11：30
10：00～11：30
10：00～11：30
12：00～14：30
18：30～11：00

栄喜漁村交流センター
片 島 公 民 館
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
宿毛東部農村環境改善センター
坂 本 多 目 的 集 会 所
二 ノ 宮 集 会 所
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
沖の島開発総合センター
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー

［健康相談］

［特定健康診査］［前立腺がん検診］［大腸がん検診（配布）］
場 　 所 受 付 時 間日

6（木）
19：00～10：00
13：30～14：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー

場 　 所 受 付 時 間日

17（月）

18（火）

人数制限があるため
予約制です。受診票
指定の時間にお越し
ください。

宇 須 々 木 公 民 館
大 島 老 人 憩 い の 家 �
幡 多 健 診 セ ン タ ー

［乳がん（乳房Ｘ線）検診］

場 　 所 受 付 時 間日
12（水） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター

［3歳児健康診査］対象児に個人通知します

場 　 所 実 施 時 間日
23（日） 10：00～14：00宿 毛 文 教 セ ン タ ー

［パパ・ママスクール］

場 　 所 実 施 時 間日

6（木）

18：00～19：00
19：40～10：20
10：40～11：00
13：00～13：40
14：00～14：40

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
西尾石油店裏（大深浦）
錦 集 会 所
和 田 集 会 所
ファニーハウス裏（押ノ川）

［胸部レントゲン・肺がん検診］

場 　 所 受 付 時 間日
6（木） 18：00～19：00宿 毛 文 教 セ ン タ ー
※食事・水分・薬など飲食物はとらずにお越しください。

［胃がん検診］

犬の引取り

●犬の引取りを希望される方は保健介護課にご連絡ください。

「5月31日～6月6日禁煙週間」5月31日世界禁煙デー5月31日世界禁煙デー5月31日世界禁煙デー
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自動車学校

パルス宿毛

落成記念行事 駐車場

幡西衛生
処理センター

宿毛市
和田体育館

松
田
川

幡多西部消防組合 消防本部 宿毛消防署
〒788－0052 宿毛市和田1412番地1

薑0880－63－0119　薨0880－63－3369

新宿毛消防署
宿毛市防災センター

実 施 日 時

参 加 対 象

実 施 種 目

実 施 場 所

�

参加報告締め切り

5月29日（水）　0時～21時　※この時間内であればいつでも参加可能

チャレンジデー当日、宿毛市にいる方

15分以上継続して行うスポーツ等の身体活動（例）ウォーキング、ラジオ体操等

宿毛市内（例）自宅、学校、職場、スポーツ施設等どこでもＯＫ

１．参加報告ＢＯＸへ参加報告票を投函（総合運動公園、各支所、文教セン

ター、和田体育館に設置）

２．総合運動公園に電話または参加報告票をファックスする

5月29日（水）　21時30分

参 加 報 告 方 法
（1、2のいずれか）

※チャレンジデー当日、参加者はプログラムに何回参加しても結構ですが、参加報告は１人１回のみです。
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と
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ご
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。

みんなでスポーツする日 ～みんなで15分以上の運動をしましょう～
　今年は北海道芽室町（面積：513.91裄　人口：19,372人）と、チャレンジデーへの参加率を競い
ます。皆さんぜひご参加ください。

【問い合わせ先】　宿毛市チャレンジデー実行委員会事務局（集計センター）
　　　　　　　　　〒７８８－０７８５　宿毛市山奈町芳奈４０２４（宿毛市総合運動公園内）
　　　　　　　　　蕁６６－１４６７　薨６６－１４６８

落成記念行事
平成25年5月26日（日）
場 所：新宿毛消防庁舎
・宿毛消防署　公開訓練
　　午前11時30分頃～
　　（雨天及び火災等発生時中止）
・もち投げ　午前11時50分頃～
　　（雨天時　和田体育館）
・車両展示　午前10時30分頃～正午

消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　
O
N
の
ま
ま
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